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序

本報告書は、史跡今帰仁城跡の保存修理事業に伴う発掘調査の

成果をまとめたものであります。

収録したのは、平成16年度に実施した史跡指定地内の調査およ

び、史跡指定地外で今帰仁城跡周辺整備事業として実施した調査

についてであります。具体的には、平成16年度の第１次外郭調査、

第11次今帰仁城跡周辺遺跡調査として実施された今帰仁城跡の城

外地区の調査報告書であります。

平成12年12月に本村の今帰仁城跡は県内８遺産とともに、「琉

球国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産登録されており、

グスクにとどまらずその周辺地域についても関心が高まっている

ところであります。

今帰仁村では今帰仁城跡周辺地域が史跡今帰仁城跡と一体とな

る文化財として保護・活用を図ることを目指しており、本調査に

よって発掘された出土資料は地域の住民に公開され活用していく

ことを計画しております。

最後に、これまで調査にあたっては貴重なご指導を賜りました

文化庁文化財保護部記念物課、沖縄県教育委員会文化課、沖縄県

立埋蔵文化財センターをはじめ、調査を指導していただいた今帰

仁城跡調査研究整備委員の先生方に心から御礼申し上げます。

平成20年３月

今帰仁村教育委員会

教育長　田港　朝茂





例　　言

１．本報告は、今帰仁村教育委員会が、国・県の補助を受けて、平成16年度に実施した、「史跡今

帰仁城跡保存修理事業」で、2004年４月～2005年３月に実施した「第１次今帰仁城跡外郭調

査（城外北西区）」の発掘調査。および平成16年度に「第11次今帰仁村内遺跡発掘調査」で、

2005年１月～３月実施された試掘調査に伴う埋蔵文化財の発掘調査の成果を主に収録したも

のである。

２．発掘調査、資料整理等で次の方々のご指導、ご協力を得た。記して謝意を表する。

脊椎動物遺体のコメント：樋泉岳二（早稲田大学非常勤講師）

炭化種子の分類分析：赤嶺信哉（株式会社イーエーシー）・喜名政英（〃）

石器・石製品の石質の分類：神谷厚昭（金城町石畳地質研究所）

その他遺跡全体の調査に係ること：安原啓示（今帰仁城跡調査研究整備委員長）、冨田裕次、

赤嶺和雄、上原靜、渡辺美季（今帰仁城跡調査研究整備委員）

この他にも、発掘調査等にあたっては本中眞（文化庁記念物課）、玉田芳英（〃）、坂井秀弥

（〃）、禰宜田佳男（〃）、島袋洋（沖縄県教育庁文化課）、盛本勲（〃）、金城亀信（〃）、中山

晋（〃）、新垣力（〃）、知念隆博（〃）、瀬戸哲也（〃）、當眞嗣一（沖縄県立博物館）、松川

章（浦添市教育委員会）、黒住耐二（千葉県立博物館）、ほか多くの先生方からご指導ご鞭撻い

ただいた。記して謝意を表する。

３．発掘調査は今帰仁村教育委員会によって実施された。本報告の執筆は下記の11名であたり、

もくじに文責を記した。なお、陶磁器の分類と本書の編集は金武の指導のもと宮城が中心とな

って行った。

金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー）

宮城弘樹・玉城靖（今帰仁村教育委員会文化財係）

与那嶺俊・具志堅亮（今帰仁村教育委員会文化財係臨時職員）

赤嶺信哉・喜納政英（株式会社イーエーシー）

樋泉岳二（早稲田大学非常勤講師）

高橋誠一（関西大学）・松井幸一・松僚平（同左大学院博士課程）

４．資料整理は下記のメンバーで行った。

上間 恵子　　松本 綾子　　玉城 亜紀　　玉城 静香　　中馬 直実　　山城留利子

５．現地での写真撮影は、金武、宮城、玉城、与那嶺が担当した。

遺物撮影は、玉城、与那嶺、具志堅が担当した。

６．出土遺物と発掘調査に係る資料は全て今帰仁村教育委員会において保管する。

７．報告書の引用・参考文献は第V・VI章については章末に、その他についてはVII章末にまとめて　

掲載する。また図表番号についても、第V・VI章には章毎に連番としている。
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第Ⅰ章　序　言

今帰仁城跡外郭城外北西区は、今帰仁城跡の城外の地区にあたる。この地域には今帰仁ムラ跡と

呼ばれる集落が展開していたと想定されており、現在今帰仁ムラ跡という遺跡名称で発掘調査等が

実施されている。本報告では平成16年度に実施されたこの今帰仁ムラ西区跡屋敷地５において検

出された遺構、遺物についての調査成果を収録したものである。

第１節　調査に至る経緯

国指定史跡今帰仁城跡の近傍に駐車場や便益施設等を設置する計画が持ち上がった。目的は、史

跡指定地内の駐車場撤去の代替として計画されたものである。事業は北部振興策事業によって今帰

仁村が主体となって実施された。平成17年7月には整備を完了し今帰仁村グスク交流センターを開

館させた。これら新たに設置された施設によって城内の駐車場が撤去され、史跡が機能していた往

時の姿へと復元されつつある。他方、城外に設置された駐車場はこれまでの位置からはやや離れた

場所に位置するところとなり、史跡までのアクセスが課題となった。これに対してその途中、即ち

駐車場から平郎門へ向かう導線上に、史跡の理解を促すためのガイダンス広場を創出することが計

画された。村では、北部振興策事業の一環として、今帰仁城跡の地形模型（S=1/100）を中心とす

るガイダンス広場を設け、今帰仁城跡および周辺地域の現況を一瞥できるように工夫した。このガ

イダンス広場の候補地となったの場所が今回調査対象となった地域である。

ガイダンス広場は城外に位置しているものの一部史跡内に所在している。また、この地下には遺

構が確認されており、ガイダンス広場の整備は埋蔵文化財の保護と、史跡の活用の中ですり合わせ

を行うところとなる。最終的には史跡の活用に資することを目的に、発掘調査を実施し整備委員会

をはじめとする関係機関の指導を得て行うこととした。なお、当初良好な遺構等が発見された場合

はこれらの復元等を含めた整備も計画されたが、次章以降紹介するように調査によってプランが確

認されるような遺構の発見には恵まれなかった。このため当該地域は遺構を確認し記録を作成、遺

物を回収し埋め戻して調査を完了した。

第２節　保存と整備

外郭の整備事業は城外を東西、城内を東・西及び中央の概ね５つの地区に大別される。このうち

今回整備対象となるのは、城外の西地区の一部である。この西地区は駐車場と近接しており、更に

クバの御嶽の遙拝所である「サカンケー」が所在し、これより西側は狭い平坦地が広がりその先は

急勾配の崖となる。狭い平坦地の地下には遺構が埋没していると考えられ、周辺遺跡で実施された

調査結果を踏まえると往時の屋敷地に相当するものと考えられる。前節で紹介したとおり当該地域

の整備の主目的は地形模型の設置にあった。このため、遺構完掘後は砂を敷き均し遺構の保護を計

った後、地形模型の設置を行っている（写真1）。
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第３節　保存と整備のための委員会

昭和56年に調査研究整備委員会を発足させ、年１回の整備委員会を開催。必要に応じて年数回

の整備指導をいただいている。委員は次の通りである。なお、事業全体については、本中眞（文化

庁）、島袋洋・盛本勲・新垣力（県文化課）のご指導をいただいた。

〈平成16年度〉

委 員 長　安原 啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長　大嶺　英恭（今帰仁村助役・行政）

委　　員　冨田　裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委　　員　赤嶺　和雄（設計同人ＧＡＮ・建築学）

委　　員　上原　 靜 （沖縄国際大学・考古学）

委　　員　金武　正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

〈平成19年度〉

委 員 長　安原 啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長　與那嶺幸人（今帰仁村長・行政）

委　　員　冨田　裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委　　員　赤嶺　和雄（設計同人ＧＡＮ・建築学）

委　　員　上原　 靜 （沖縄国際大学・考古学）

委　　員　金武　正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

委　　員　渡辺　美季（東京大学東洋文化研究所・歴史学）

写真1 地形模型の活用状況
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第４節　調査体制

調査体制は今帰仁村教育委員会が主体となって実施している。事業全体の総括責任者は教育長、

課長、補佐までが担い、調査担当者は宮城弘樹、玉城靖の専門職員による。なお、当該職員だけで

は事業の遂行は困難であることから、補助員として与那嶺俊、具志堅亮らによって現場・資料整理

の調査補助を行うと共に、随時発掘調査アドバイザーとして金武正紀に遺跡の総括的な評価などに

ついてご指導をお願いする体制を整えている。また、実際の現場、資料整理については複数名の臨

時職員にご尽力いただいた。

〈平成16年度・発掘調査〉

事業主体　　今帰仁村教育委員会

事業責任者　教育長　　　　　 山城清光

教育長代理　　 吉田克己

社会教育課長　 諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長　仲原弘哲

事務総括　　文化財係長　　 當山清巳

文化財係主事　 玉城　寿

調査担当者　文化財係専門員　 宮城弘樹　玉城　靖

発掘調査アドバイザー　　　　 金武正紀

調査補助員（臨時職員） 与那嶺俊

発掘作業員（臨時職員） 新垣正司　大城ヒデ子　嘉数美保子　

城間宏子　新城豊子　新城　光　祖堅弘子

玉城京子　田港朝史　仲宗根淳　仲宗根直美　

金城 慶一郎　仲田トミ子　仲原シズエ　仲原美代子

仲尾次元太　平安兪美子　福居　慶　宮里初子

資料整理（臨時職員） 上間恵子 玉城美都 知念亜紀乃　仲里なぎさ

西谷麻希子　松本綾子　与那嶺いずみ

〈平成19年度・資料整理〉

事業主体　　今帰仁村教育委員会

事業責任者　教育長　　　　 田港朝茂

社会教育課長　 松田朝雄　

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長　仲原弘哲

事務総括　　文化財係長　　 田港朝津　

文化財係主事　 金城　研

調査担当者　文化財係専門員　 宮城弘樹　玉城　靖

発掘調査アドバイザー　　　　 金武正紀

調査補助員（臨時職員） 与那嶺俊　具志堅亮

資料整理（臨時職員） 上間恵子　玉城亜紀　玉城静香　中馬直実

松本綾子　山城留利子
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第Ⅱ章　調査概要

第１節　調査地域

調査地域は今帰仁城跡の城外北西地区として実施した。当該地域は今帰仁城跡外郭の石積みの城

壁直近にあたり、城壁に囲繞された空間の外側の地域にあたる。しかし城外からも集落遺跡と目さ

れる遺構が調査され成果を上げており、当該地域においても同様な成果が期待された。

対象とした北側地域は、次章で記すように、中生代三畳紀の石灰岩丘陵頂部にグスク、その緩斜

面一帯に集落という構成となる。城外の北側地域はいわゆる集落遺跡（今帰仁ムラ跡）が立地する。

この集落は17世紀前半頃にムラ移動し、現在の海岸部の集落へと展開しているものと考えられる

（第４図）。このため遺跡所在地の現況は耕地もしくは原野となっている。しかし残念ながら調査地

域の北側の大半は道路の敷設によって地下遺構も含めて大きく毀損しており、保存状況は良好であ

ると言えないような状況であった。

対象となる地域の調査地区の設定については、これまで今帰仁城跡周辺遺跡で行ってきた座標を

基準とする地区設定を基に実施した（第1・2図）。即ち、国土座標第15系（平成14年４月１日に

施行された改正測量法に基づく）のX=76,800をM、76,790をN、以下南へ10m毎にO・P・Q･･･

と英数字を振り、Z以降については、AA・AB・AC･･･として表記した。Y軸は、Y=42,500を原

点10とし、10m毎に東へ11・12・13･･･として算数字を振り、その組み合わせによってM-10

（X=76,800－Y=42,500）、AG-20（X=76,600－Y=42,600）のように呼称し、交点の杭はそれぞれ

北西のグリッド区画を指示することとした。なお、調査区の設定や個々の遺物の取り上げについて

も国土座標系で取り上げ、ファイルを作成して整理している。

遺物の整理に関しては２つの事業によってそれぞれ実施されたために、今帰仁城跡外郭第１次調

査（1次今外）と今帰仁城跡周辺遺跡（11次今周）を付しグリッド名と層序、遺構、遺物回収No

を付して注記することとした。

第２節　調査経過

実施した調査は史跡内外によって２つの事業で実施されている。史跡内は平成16年度の史跡整

備事業の範囲で発掘調査を実施した。他方、史跡外については平成16年度に今帰仁城跡周辺整備

事業に伴う緊急発掘調査（平成17年1月20日～平成17年3月31日）によって実施されている（第1

表）。前者は今帰仁城跡外郭第１次調査として実施、後者は今帰仁城跡周辺整備事業に伴う緊急発

掘調査第11次調査（平成17年1月20日～平成17年3月31日）として実施された。11次調査はⅢ区

ａの東南側道路部分である。既に実施されたⅢ区ａの調査によって遺構の一部が道路部分まで延び

ていることが想定されたため、一度道路部分を撤去して確認調査を実施した。また、第１次外郭調

査（史跡整備事業）の成果と合わせて、城外に展開した集落遺跡の一部であることが推定され、

11次調査地域と第1次外郭調査地域を概ね西区屋敷地５として認識しうると考えられる。
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平成16年度「史跡今帰仁城跡保存修理事業」2004年4月21日～2005年3月31日

今帰仁城跡第１次外郭調査（城外北西区）

１次調査は史跡指定地内の屋敷地５とした地域約500㎡を対象として村教育委員会が実施した。

発掘は玉城靖が担当し、調査補助として与那嶺俊があたった。まず土層確認のためのトレンチを入

れ、断面を確認しながら掘り進めた。調査はトレンチ断面の図化後、全体を掘り下げていった。史

跡内のため重機等は使用せず、すべて人力によって掘削を行っている。途中、周辺整備事業に伴う

8・9次調査を行ったため本格的に調査を始めたのは12月に入ってからである。グスク時代相当の

遺物包含層は表土層除去後速やかに行い、1月13日には包含層を除去し遺構検出面まで掘り下げ、

並行して遺構平面の実測・所見を行った。遺構精査は1月17日より開始、3月31日に完掘し写真撮

影を行い作業を完了している。

平成16年度「今帰仁村内遺跡発掘調査」2005年1月20日～2005年3月31日

第11次今帰仁城跡周辺遺跡調査

11次調査はⅢ区aの東南側道路部分に当たる。また1次外郭調査の北側で隣り合う地区の為（史

跡外）、1次外郭と並行して作業を行っている。道路敷下では約200㎡を対象とした。発掘は玉城靖

が担当し、調査補助として与那嶺俊があたっている。当該地区は道路下であった為に重機による掘

削をかなり受けていた。しかし重機掘削を受けなかった低い位置において土留め石積みを確認する

ことができた。残存していた遺構や破壊を受けた箇所は屋敷地３と屋敷地５の境界にあたる。1次

外郭調査と同様、3月31日に完掘し写真撮影を行い作業を完了している。

なお一部については4月25日まで実測・遺構精査の為、補足調査を実施している。
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第1図　今帰仁城跡周辺遺跡調査箇所位置図（S=1/1000）
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第2図　発掘調査箇所位置図（S =1/2000）
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第1表　今帰仁城跡及び周辺遺跡のこれまでの調査
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第Ⅲ章　遺跡

第１節　位置と環境

今帰仁村は沖縄本島北部、本部半島の北側に所在する人口約9,500人の自治体である。本島北部

地域一帯は中南部に比して全体的に山地主体となっているため「山原（やんばる）」と呼称されて

いる。今帰仁城跡は今帰仁村の中でも西端、字今泊に立地している。城地の立地する丘陵は標高約

100ｍを計り、丘陵頂部の主郭・御内原からの眺望は広く、北に伊平屋・伊是名島、与論島を望む

ことができる良所にある。本部半島の地形的特徴は概して山地部にみられる今帰仁層・本部層（与

那嶺層）という中生代初期頃に堆積した地層群と、低地・海岸部にみられる琉球層群の２つのブロ

ックに大別される。今帰仁層群は中生代三畳紀に堆積した地層で、今帰仁城跡の立地する丘陵一帯

から本部町の大堂・浜元付近までの地域に広がっている。特に今帰仁城跡の立地する北西部には、

結晶化が進んで硬質、厚さが平均して20cm前後で割れやすい特徴の層状石灰岩が基盤岩となる。

一方、今帰仁城跡周辺遺跡の名称はこの関連遺跡群の総称である（第４図）。この今帰仁城跡の

周辺には集落遺跡、拝所、御嶽、石積み遺構など今帰仁城跡を中心に展開する。中心となる今帰仁

城跡は今帰仁村大字今泊小字ハンタ原に所在し、面積は7.9ha（史跡指定面積）の広さを持つ大規

模なグスクである。最高所の標高は約100ｍとなり、基盤岩の中生代石灰岩の丘陵上に位置する。

丘陵の頂上部が主郭、大庭、御内原となり、その東は70～80ｍの深い渓谷をつくり天然の要害と

なる。東側の谷筋は志慶真川が蛇行して流れ、西側の谷筋はタキンチャガーラが流れ東シナ海に注

いでいる。今帰仁城跡御内原の郭に立つと志慶真川の渓谷を脚下に、遠く伊是名島、伊平屋島、伊

江島、古宇利島を望み、晴れた日には遠く与論島を眺望することができる。今帰仁城跡の城壁は立

地する基盤岩の灰色の硬い石灰岩を積み上げた石垣で、県内でも有名なグスクである首里城跡、中

城城跡、勝連城跡などの白い琉球石灰岩の石垣とは雰囲気が異なる。今帰仁城跡の石垣の総延長は

約1.5㎞を計り、屏風状に曲線的に積み上げられている。城壁で囲まれた空間は先の主郭・大庭・

御内原以外にもカーザフ、大隅、外郭、志慶真門郭など概ね10の郭からなり、石畳や石段で各郭

は結ばれている。10の郭のうち最も北側にある広い郭が外郭である。城外から外郭へのアクセス

を行ったと考えられる門の部分は道路の開削などがあって不明瞭ではあるが、概ね現在道路に分断

された地点にあるものと考えられる。

今帰仁城跡の歴史は、琉球が３つの勢力（第3図）に分かれていた、いわゆる三山鼎立時代に山

北（北山）として、中国明代に琉球国中山王、山南王とともに記録に登場する。これまでに確認さ

れている史料をたよりに概述すると、最古史料の一つに『明実録』があげられる。太祖實録巻一五

八・洪武一六年一二月庚午朔（1383年12月15日）「琉球國山北王 、遣其臣摸結習、貢方物。

賜衣一襲。」と記され、山北王「 」の名称が記述されるのを似って嚆矢とするようである。

以後記録によれば、最初の1383年から最後の1415年の33年間に山北王・ が６回、山北

王 が１回、山北王攀安知が11回、中国皇帝へ使者を送り朝貢貿易を行ったことが記されている。

この時代山北は沖縄北部地域と奄美大島近隣まで領域として支配していたようである。

しかし、その山北（攀安知）も本島内で急速に勢力を拡大する中山王尚巴志によって1416年

（1422年の和田説もある）に滅ぼされてしまう。中山の山北平定後、城地には中山王の子弟や重臣

を山北監守に任じ、沖縄本島北部やんばる地域を管理している。それは1665年に監守体制が廃止

されるまで続く。この間のことを監守時代と呼んでいる。この監守時代の間、1609年には薩摩軍

によるいわゆる琉球入りがあり、今帰仁城に立ち寄っていることが従軍日記「琉球渡海日々記」に
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第３図　今帰仁城跡位置図
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第４図　今帰仁城跡周辺の遺跡分布図(S=1/20,000)    
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第５図　今帰仁城跡周辺の現況地積図と明治の地積図の重ね図
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記されている。日記によれば「首里城へ向かう途中、運天港に停泊、親泊での和議が受け入れられ

ず城へ放火した」とあり、実質的な廃城は監守引き揚げよりも早い、1609年頃にあったと考えら

れている。

今帰仁城跡は昭和47（1972）年には沖縄の日本復帰と同時に国指定の史跡に指定され、昭和55

（1980）年より今帰仁村が主体となって環境整備事業が進められている。この中で、平成12

（2000）年には世界遺産として登録されたことによって、周辺地域が景観保全地区に指定され、歴

史公園として活用されている。

指定されたのは今帰仁城跡であるが、城郭外は景観保全地区に指定している。今帰仁城跡の周辺

には集落遺跡や石積み遺構、現在も参拝地として利用される拝所が点在している。これらの遺跡群

を総称して「今帰仁城跡周辺遺跡」と呼称している。特に今帰仁城跡北側一帯には区画する石積み

などを残す良好な集落遺跡が展開していることが確認されており、これまで重要遺跡確認調査や駐

車場建設等に伴う緊急発掘調査が実施され、その性格や時間的位置づけが確認されている。機能し

ていた時代はおおよそ今帰仁城の機能していた時代に該当し、特に14世紀後半～16世紀の遺物を

多出していることから盛期は三山鼎立の時代から監守の時代に展開した集落遺跡と考えられてい

る。今回調査された地区で検出された遺構及び遺物群は、これらの集落遺跡の一部と考えられる。

なお、今帰仁城跡の内外には多くの祭祀施設が所在している。具体的には今帰仁城跡内にある城

内の御嶽、カラウカー、古宇利殿内、レコーラのウーニーや、城外ではクバの御嶽、あるいはクバ

の御嶽への遙拝を行うサカンケーがそれである。「サカンケー」は「参詣」もしくは「坂迎え（あ

るいは酒迎え）」という語意と解され、南西方向にあるクバの御嶽を遙拝するための香炉がおかれ

ており、今回の調査地点に近接する拝所の一つである。

発掘される遺構や遺物による歴史空間の復元とともに、これらの現在確認される祭祀空間や連続

する土地利用との関係を探ることも重要な視点であると考えられる。今帰仁城跡の周辺には、幸い

大規模な開発によって失われることなく、景観が今日まで多く残されていると考えられる。このこ

とと合わせて今帰仁城跡の立地する今泊（旧今帰仁・親泊）をはじめ、具志堅（旧具志堅・上間・

真部）、諸志（旧諸喜田・志慶真）などの村落祭祀の重要な参拝地であるとともに、「今帰仁上り」

と称される拝所・旧跡めぐりの重要な参拝地となっていることは重要である。
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第２節　層序

屋敷地５全体を覆う堆積層は、現代の表土・旧耕作土のⅠ層で、この下にグスク時代の遺物包含

層であるⅡ層が堆積する。特徴的なのはⅡ層の下層に堆積するⅢ層が造成層的な堆積層として観察

された点である。また、このⅢ層の下部にはもう一枚遺物包含層（Ⅳ層）が認められる。なお、最

下層のⅤ層は所々岩盤が露頭し、遺物を全く含まない自然堆積層で地山となる。

Ⅰ層：【褐色土層】現代の工事等の造成層・旧表土層・耕作土層・ほか。Ⅰ層は腐植土からなる表

土層、耕作土層で調査地のほぼ全域が耕地であったために形成された層である。耕耘が繰り返され

るため地下深くに耕耘が及ぶ地域では下位の包含層や地山を掘削しており、特に北側では道路造成

に伴って深く抉られている形となる。時期的には近年まで耕作が繰り返されていたと考えられガラ

スビンや近現代の陶磁器等を包蔵する。

Ⅱ層：【黒褐色土層】当該遺跡の遺物包含層で、遺跡全体を覆う状況にはなく、北側に一部残る程

度である。

Ⅲ層：【褐色土層】当初地山とも判然としないような堆積

層で、北側の道路によって削平された断面によって確認す

ることができた造成層である。当該地域一帯を平坦にする

ように人為的に造成されたいわゆる造成層と考えられ、断

面では、互層となる箇所が認められる。

Ⅳ層：【黒褐色土層】当該遺跡の形成期の旧表土層と考え

られ、Ⅲ層の下に薄く認められる遺物包含層である。遺跡

の調査はⅢ層の上面までで、Ⅲ層上面で検出された柱穴等

遺構の完掘をもって記録保存としたため、Ⅳ層は北側で壊

された部分における一部の発掘で留まっている。

Ⅴ層：【赤褐色土層・石灰岩】地山。Ⅴ層は地山で明るい

赤褐色の土層である。古期石灰岩の岩盤が至る所で露頭し

ている。
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第6図　基本層序柱状図

第9図　屋敷地5 土層断面図

表土層・耕作土（褐色：Ⅰ層） 

遺物含包（黒褐色：Ⅱ層） 
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造成層（褐色：Ⅲ層） 
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地山・岩盤層（Ⅴ層） 
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第３節　遺構

屋敷地５は地積では今泊4787（984㎡）及びその周辺地域が該当する。大部分が今

帰仁城跡の史跡地域にあたる。残念ながら北側半分は道路工事によって過去に大きく破

壊されている。このため、建物プランの把握には至っていない。

検出された遺構は柱穴453基、土坑５基、集積を含む土坑が４基認められる。遺構の

ほぼ全てが地山もしくはⅢ層上面において検出された遺構である。この他に西側に石積

み遺構が１基、北側の屋敷地３との境界となるラインに石積みが１基認められるが、そ

れぞれの年代については特定できるような検出状況でなかったため、暫定的な所見とな

る。詳細は後述する。今回の調査は残念ながらこれから復元できた建物跡は無く、建物

の様子は判然としない。それでも調査地域全体を俯瞰すると、柱穴の分布はR-24の地

域に密に分布し、北側と西側の石積み遺構に区画されていることから、当初北側に傾く

地形だったところに、北側の屋敷地３との境界ラインに土留め状に石積みをつくり、Ⅲ

層の造成層を敷き均し、この上平坦地に居住地がつくられ、R-24の柱穴密集地域に建

物が配置され数回にわたって建て替えがおこなわれたものと想定される。

種類　　　　　 遺構数

・掘立柱建物跡 ０基（※プランの推定を行えるものが無かった）

・柱穴 453基

・土坑 ５基（SK100,SK354,SK275,SK313,SK206）

・集石を含む土坑 ４基（SK628,SK521,SK184,SK627）

・土留め石積み １基（SR648）

・石積み遺構 １基（SR647）

第10図　屋敷地5位置図
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第11図　屋敷地5遺構平面図
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〔名称〕屋敷地３と屋敷地５の境界：SR１（土留石積遺構）

〔位置〕今帰仁城跡城外道路下（R-23・R-24・Q-24）

〔検出面〕Ⅱ層

〔遺構構成〕区画土留石積・道跡１基　　

〔規模〕東西約16ｍ×南北5ｍ×高さ1～1.3㎝

〔所見〕屋敷地５と屋敷地３を区画すると同時に土留めの機能も有した石積み遺構。調査地区の客

土を剥ぎ取ると北側半分

から東西に延びた土留石

積遺構を確認。調査地区

外まで延びると考えられ

るため全体は不明。幅は

約5ｍあるが南側が道路敷

きによる破壊を受けてい

るためもう少しあったと

思われる。高さは約１～

1.3ｍ。屋敷地５と屋敷地

３の遺構検出面高低差が

約1.5～２ｍあるため、標

高の低い屋敷地３付近は

遺構の破壊は免れている。

石積みは比較的大きい

40～50㎝大の古期石灰岩

を雑に積み上げ、裏込め

は一回り小さい礫を用い

る。遺構上面（褐色土層）

では数㎝大の礫を大量に

敷き詰め、またその南側

では縁石のように比較的

大きい礫が東西に雑然と

配されている。明治36年

の地積図（第5図）に載っ

ている道跡であると解さ

れる。

〔遺物〕青磁碗（4・15～

17・24・42・46・48・

52）、粗製青磁（64・66）、

青磁皿（73・77・78・

89）。
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第12図　屋敷地5 遺構詳細図（SR1）
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〔名称〕屋敷地５：SK628（集石を含む土坑）

〔位置〕今帰仁城跡城外西区（R-25・S-25）

〔検出面〕Ⅲ層（造成層上面）・Ⅴ層（地山）

〔遺構構成〕土坑１基

〔規模〕長軸約550cm×短軸210cm×深さ約40cm

〔所見〕屋敷地５南側に所在する溝状の落ち込み。旧称SX01不明の集積遺構としたが、後日628の

番号を付して整理する。土坑底面は地山、広く長い溝状の遺構である。遺構はⅠ・Ⅱ層を掘り下げ

た造成層面で検出された。礫を多く含む性格不詳の土坑で、切り合い関係は柱穴635を切っている。

〔遺構内堆積層〕遺構内の覆土はi層褐色（Hue7.5YR4/4）の土層。

〔遺物〕土器（3）、鉄製品（210）、（211）、土製品（218）など
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第13図　屋敷地5 遺構詳細図（SK628）
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〔名称〕屋敷地５：SK354（土坑）

〔位置〕今帰仁城跡城外西区（S-24）

〔検出面〕Ⅲ層（造成層上面）

〔遺構構成〕土坑１基

〔規模〕長軸約180cm 短軸約121cm 深さ約

22cm

〔所見〕屋敷地５南側に所在する楕円形の浅い落ち込

み。土坑底面は不定形で、平面観が楕円形。遺構は

Ⅰ・Ⅱ層を掘り下げた段階でⅢ層（造成層面）で検

出された。遺構は柱穴311・312に切られる。

〔遺構内堆積層〕i層単一層暗褐色（Hue7.5YR3/3～

3/4）炭を微量に含む。

〔遺物〕 龍泉窯系青磁碗（62）、ほか

〔名称〕屋敷地５：SK313（土坑）

〔位置〕今帰仁城跡城外西区（R-25）

〔検出面〕Ⅲ層（造成層上面）

〔遺構構成〕土坑１基

〔規模〕直径約125cm（長軸約133cm／短軸約

118cm）×深さ約40cm

〔所見〕屋敷地５ほぼ中央に所在する円形の落ち込み。

土坑底面は平坦となる。平面観がほぼ円形の土坑。

遺構はⅠ層を掘り下げたⅢ層上面（造成層面）で検

出された。

〔遺構内堆積層〕i層単一層暗褐色（Hue7.5YR3/3～

3/4）の堆積層に微量に炭が含まれる。

〔遺物〕 青磁盤（95）、ほか

〔名称〕屋敷地５：SK521（集石を含む土坑）

〔位置〕今帰仁城跡城外西区（S-24）

〔検出面〕Ⅲ層（造成層上面）・Ⅴ層（地山）

〔遺構構成〕土坑１基

〔規模〕長軸約160cm×短軸130cm×深さ約30cm

〔所見〕屋敷地５南西側に所在する円形の落ち込み。

土坑底面は地山・岩盤となる。覆土には礫が多く含

まれており、遺物も少量含まれている。遺構はⅠ層

を掘り下げた地山面で検出された。遺構は柱穴617

と切り合い関係にあり、切られている。

〔遺構内堆積層〕i層単一層、大小礫を含む暗褐色
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第14図　屋敷地5 遺構詳細図（SK354）

第15図　屋敷地5 遺構詳細図（SK313）

第16図　屋敷地5 遺構詳細図（SK521）
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第Ⅳ章　遺物

今回出土した遺物は、第7表に示した。陶磁器類は胴部を除く主要な部位で1,271点回収されて

おり、推定個体数432個体が得られている。過去に調査された屋敷地１～４が総じて1000個体を

出土していることを考えると出土量は多くない。これは、当該地域の北西側が過去の道路工事によ

って破壊され滅失していたことに起因すると思われる。本報告書における分類については青磁白磁

については「沖縄における貿易陶磁研究」（瀬戸ほか2007）の分類記号を用い、既往の報告書（今

帰仁城跡発掘報告書Ⅰ・Ⅱ）の分類を併記している。以下出土遺物の詳細を紹介する

第１節　土器（第17図-1～3）
土器はいずれもグスク時代に属するもので、総じて粘板岩を混和材に用いる特徴をもつ。1は比

較的短頸の壺形土器口縁部資料である。2・3は器種不明の底部資料である。

第２節　カムィヤキ（第17図-4～6）
4・５はカムィヤキ口縁部の破片資料で、4はやや厚手、５は４に比して薄造りで外面に細い工

具による沈線文が線刻されている。モチーフは不明。６は胴部破片資料で薄作りで内面に当て具の

痕が明瞭に残る資料である。4・5はカムィヤキＢ群、６はカムィヤキＡ群に該当するものと考え

られ、後者資料はⅣ層からの出土である。

第３節　瓦質土器（第17図-7・第22図-152）
7は瓦質土器と考えられる口縁部資料である。全体的に器面保持は良好である。内傾する鉢形器

形の口縁部で、火鉢等の器種と推測される。152は擂鉢の胴部資料で瓦質の厚手の体部内面に７本

の櫛目が認められる。

第４節　青磁（第17図-8～34、第18図、第19図、第20図-93～101）
碗：8は櫛描文（同安窯系Ⅰ類）の胴部小片資料。9・10は劃花文碗（龍泉窯系Ⅰ類）の口縁部資

料である。10は内面に僅かながら文様が認められるがモチーフは不明。11～15はいわゆる鎬蓮弁

文碗（龍泉窯系Ⅱ類）の資料で、11～14の口縁部資料は体部に鎬蓮弁文を描く。15は体部の文様

は判然としないが、角高台の特徴をもつことからⅡ類判断した。素地は灰色で釉の発色は不良。

16は畳付釉剥ぎとする青磁碗の小片で暫定的にⅢ類として判断しておく。17は龍泉窯系Ⅳ類の底

部資料で外底は無釉畳付までの施釉となり、外体面には線刻が認められることから蓮弁が描かれて

いるものと考えた。18は型造りによって内体面に蓮弁文を配する碗で、口唇部に刻みを入れ輪花

状とする良品である。素地は白色、釉の発色も比較的良い。19～22は外面に無鎬の蓮弁を配する

資料でいずれも口縁部が直口する資料である。19は口縁帯に沈線を二条配する。23は外反碗の外

体面に蓮弁を、内面に、モチーフ不明の文様を施す資料で、焼成不良で釉の発色もやや悪い資料で

ある。24は口縁部が直口する無文碗。25～31は口縁部が外反する無文碗である。いずれもⅣ類か

らⅥ類の特徴を有する資料である。底部資料がないので判然としないが、18・19はⅣ類、20～22

はⅣ～Ⅴ類、23はⅤ類、24はⅤ～Ⅵ類、25～27はⅤ類、28～30はⅣ～Ⅴ類と考えられる。32～

34は青磁碗の底部資料でⅣ～Ⅴ類の特徴を持つ資料群である。

35・36はⅤ類段階の底部資料で、口縁を欠く。体部に蓮弁文を描く。37は束口碗の口縁部小片で

釉調などからⅣ～Ⅴ類と考えられる。38～46は雷文帯碗で、38～44はヘラ彫りによって口縁帯に

雷文を施文、45・46はスタンプによって雷文帯を配し、内面は草花文が型押しされる。47～51は

直口する無文碗の口縁資料で、47～50はⅥ類の特徴を、51はⅦ類の特徴を有する資料である。55
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～59は細蓮弁文碗でⅥ類に比定される資料である。60～63はⅥ類の底部資料で、60は見込を蛇の

目状に釉剥ぎする無文碗、61は細蓮弁文を体部に描く。62・63は体部の文様は不明だが、その形

状等から無文の直口碗もしくは細蓮弁文碗の底部資料と考えられる。64～65は龍泉窯系とは異な

る系譜と考えられる粗製の青磁碗あるいは鉢の資料で、64は外側に大きく開く口縁部資料で体部

に轆轤痕を多く残す。65は碗の底部資料で見込は蛇の目状に釉剥ぎする。66は厚手の底部で器種

は鉢形と考えられる。

皿：67は青磁櫛描文皿で小破片を図上復元した。68・69は外面に蓮弁文を篦彫りする蓮弁口折皿

の口縁部資料で釉調や形状からⅢ類と考えられる。70～74は口折の無鎬蓮弁文の皿で、70は体内

面に片切彫りによる文様を施文する。75～78は口縁部を微弱に肥厚させ端反りとなるⅤ類皿。79

～82は腰折皿でいずれもⅤ類になるものと考えられる。83～86は直口する口縁部の見込に印花文

が施される資料で、外底は蛇の目釉剥ぎで、Ⅴ類。87はVII、88・89はVI類段階の腰折れ皿。

玉壺春瓶：90～92は青磁の瓶で、90と91は同一個体と考えられる。底部には蓮弁文が体外面には

草花文が描かれている。92も同様下半が蓮弁、体外面はモチーフは不明だが草花文のような文様

が描かれている。

盤：93～96は鍔縁の盤で、内体面に描かれる文様は93が無文、94は櫛描きによる細蓮弁文、95

は幅の広い篦による蓮弁が描かれ、口縁部を刻み稜花とする。

鉢：97は擂り鉢の口縁部資料。

酒会壺：98・99は青磁酒会壺の蓋。100・101は酒会壺の身である。

第５節　白磁（第20図-102～125）
102は白磁口縁部資料で、口唇部に刻みを有する資料で大宰府分類Ⅶ類白磁碗に該当するものと

推定するが、小破片の為、詳細は不明。11次調査TP1からの出土。103は白磁碗底部資料で形態

的特徴からＧ群（今帰仁タイプ・浦口窯系）。104・105はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の皿。106～

108はＣ３群（外反碗・ 清窯系）、109はＣ２群（ビロースクⅡ・ 清窯系）。110～114はＤ群

（邵武窯系）、115・116はＤ２群（粗製碗・邵武窯系）。117～121はＥ群（景徳鎮窯系）。122・

123は壺の口縁部、124は瓶の底部資料である。125は櫛描文を体部に描く白磁瓶もしくは青白磁

の胴部小片資料である。

第６節　青花（第21図-126～134）
元青花：126・127は元様式の青花盤で、前者は内外面に（牡丹？）唐草文を描く。鍔の稜は不明

瞭で呉須の発色はやや淡くなる。後者は口縁部の小片で、鍔の稜が比較的明瞭かつ、口縁端と屈曲

部に二重圏線を廻らせその中に巻草文が描かれる。

明青花：128～130は明代の青花碗で128・129はＢ１群でいずれも外体面に宝相華唐草文を描く。

130は外面に草花文を描く資料で、底部は見られないが、Ｅ群と考えられる。131は呉須の発色は

悪く、胎土は陶質で焼成も不良。いわゆる 州窯系の粗製青花碗と考えられる。

132は外体面に文様が無く、見込にモチーフ不明の文様を描く。碁笥底の特徴からＣ群の皿となる。

133は小杯で口縁部端が細く端反りし、底部は畳付露胎となる。外面にモチーフ不明の文様を描く。

134は玉壺春瓶で上部から頸部に蕉葉文、雷文帯、雲文を配し、胴体部は牡丹唐草と推定される文

様が描かれ、底部はラマ式蓮弁文となる。

第７節　黒釉（第21図-135・136）
135は天目碗の口縁部資料、136は底部資料で、両者とも黒色の釉が厚く施釉されていく。
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第８節　瑠璃釉（第21図-137）
137は玉壺春瓶の口縁部小破片資料である。

第９節　黄釉（第21図-138）
138は今帰仁城跡内でもこれまで出土例の無い資料で、器種は皿と推測される。見込に龍が描かれ

たもので、龍の胴体及び脚と爪までが見られる資料である。胎土は軟質、釉色は黄色で発色は良い。

第10節　褐釉陶器（第21図-139～150）
139は褐釉陶器の蓋で、140～142は薄胎醤釉陶器（田中2001・栗2004）と呼称される一群と推

測される褐釉陶器で、茶入れの類である。140は受け口状の口縁部形状から急須等の製品の破片資

料かと思われる。141は茶入れ等の製品の底部。142は大海茶入れの底部資料である。143～145

はグスク時代遺跡で一般的に出土の多い口縁部を玉縁状に肥厚させる褐釉陶器である。146～148

は口縁部を方形に肥厚させる大型の褐釉陶器で、グスク時代の遺跡で最も出土例の多い資料である。

149は口縁部を逆Ｔ字形に成形する擂鉢で、８本を単位とする摺目が体部内面に等間隔で施されて

いる。150は白色の鉱物粒を含む赤色の素地に褐色の釉をやや雑に施釉、口縁部外面に縄状の突帯

を貼り付ける甕あるいは口径の広い鉢と推測される。

第11節　備前（第22図-151・152）
151は備前の擂鉢と考えられる口縁部片で、得られた資料には摺目が確認されない。

第12節　タイ陶磁（第22図-153～160）
153～160はタイ陶磁と考えられる資料である。153は青磁の小片で内面に釉が施釉されていない

ことから、袋物の類と考えられる。外面には円文の外側に放射状に文様が描かれており、花文等と

推測されるがモチーフは不明。154～156はいわゆる半練とされる土器である。落とし蓋の破片で

端部を肥厚させ中央に鈕が配される。157～158はタイ褐釉陶器でノイ川窯系の資料、159はシー

サッチャナライ窯系と推定される口縁部資料である。160は大型の褐釉陶器の底部資料である、小

豆色の混和材が多く見られる特徴からノイ川窯系の資料と考えられる。

第13節　不明磁器質製品（第22図-161・162）
161・162は筒形、磁器質の製品で用途等は不明である。胎土は陶器質で白色、製品の外面には自

然釉のような褐色の釉が掛かる。いわゆる坩堝や取瓶といった金属を入れる器等とも考えられるが

類例資料が少なく判然としない。

第14節　玉類（第22図-163～169）
勾玉：163は勾玉で端部が破損する。強い緑みの青色で素材はガラスである。

管玉：164は胴中央に張りがあり端部が細くなる管状の玉。緑色（強い緑）で素材はガラスである。

小玉：165～169はガラス小玉で、主郭の分類で丸玉としたもので、主郭分類ｂ２種の10mm～

5mm程度のサイズになる165～166、Ｃ種の5mm以下で１回ないし２回棒状工具に溶けたガラス

を巻き付け製作した167～169の二種が認められる。なお、色調は強い緑みの青（165）、明るい緑

みの青（167、169）、やや褐色に濁る透明（166）、オレンジ色もしくはさえた橙色（168）であ

る。今回出土したガラス製の玉類は色調から大別すると、透明、赤系（橙）、青系、緑系の４種認

められた。なお、166は素材をガラスとするべきものか、鉱物（水晶）とするべきものか判然とし

ない。
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第15節　遊具（第22図-170～174）
碁石：白色（171）と黒色（170）の２種の碁石がそれぞれ１点ずつ出土している。今帰仁城跡及

び周辺遺跡を含めても初出となる。

円盤状製品：172～174は褐釉陶器を打割成形して円盤状とする製品で遊具と考えられている。重

量は９g～15ｇである。

第16節　銭貨（第23図）
銭貨は総数11点得られていて全てを図示した。175は宋通元寶（北宋・960年初鋳）。176は天

禧通寶（北宋・1017）。177は天聖元寶（北宋・1023）。178は熙寧元寶（北宋・1068）。179は

元祐通寶（北宋・1086）。180は政和通寶（北宋・1111）。181は洪武通寶当三銭（明・1368）。

182は洪武通寶折二銭（明・1368）。183は永樂通寶（明・1408）。184は永樂通寶（明・1408）。

185は銭種不明だが大きさから折二銭と考えられる。

第17節　金属製品（第24図、第25図-208～210）
第24図、第25図-208～210は金属製品で、186～197は銅製（真鍮等の合金を含む）、198～

209は鉄製の製品に大別できる。186は匙状の頭部に身中央はネジ状に溝が入いる典型的な簪であ

る。187は用途不明の板状金具で、188は無文銭とも推定されるが、方孔が小さく、孔の位置が歪

んでいるため座金具等と判断し本節で紹介する。189は目釘等の細い円柱状の銅製品。190は断面

がＵ字形の金具で覆輪等と想定される。191は鍍金が施された用途不明の板状製品で、飾り金具等

の破片資料と考えられる。192は割ピン状の鋲金具。193は用途不明の円形の製品で金属製の皿状

の打楽器摺鉦の屈曲部分にも近しいが、サイズがやや小さく作りが薄いようである。194・195は

用途不明の板状の銅製品で194は鏡の破片と推定され、195は金具等の破片資料と想定される。

196は粒状の銅製品で用途等は不明。197は煙管の雁首で火皿部分を欠損する。

198～209は鉄製品である。いずれも錆の付着が著しく、破損しているものについては、その原

形を伺うことは困難なものも少なくない。比較的良好な資料から紹介する。198は刀子で今帰仁城

跡志慶真門郭で分類した切っ先部分で外反りになり峯をほぼ直線状に造る。全長16.3cm、身部約

13.5cm、茎約2.8cm、最大刀幅約20.5cm、厚さ0.5cmを測る。199は鉄鏃で先端部が平坦となる

鑿頭形の資料で鏃身は断面方形、茎は断面円形となる。200～206は鉄釘で大小サイズにバリエー

ションが認められる。207は青磁破片資料の胴部外面に鉄錆が附着する資料で、その附着状況から

は判断できないものの楔状の製品を打ち込んだものとも考えられる。208～209は板状の製品と推

量されるが、錆ぶくれが著しく基の形状は不明である。屋敷地４でも同様の製品が出土しており、

鉄鍋等の破片ではないかと考えたがこれも同様の製品の破片もしくは鉄滓資料と考えられる。

第18節　石器（第25図-211～216）
第25図-211～216は石器・石製品である。211は棒状、小型の石製品で瑪瑙（チャート）を原材

とする製品。213も小型の石製品で方柱状で粘板岩を素材とするところから、方柱状の提砥（携帯

用砥石）とも考えられるが、やや幅広の形状がこれまでの出土例とは異なっている。212は 岩

の砥石で、方柱状の砥石平坦面を砥面とする資料で、一端を欠き欠損する。214の石質は緑色岩で、

自然円礫の端部を使用面とする敲石で、敲打痕による凸凹、端部を一部欠損するがほぼ全形をうか

がい知ることができる資料である。215は砂岩で広い面の表裏面、幅狭の側面４箇所が敲打痕によ

って窪んでおりいわゆる凹石である。216は砂岩で平坦面は砥面等の作業面として利用されていた

ようで、平坦になる。平坦面の側縁部には赤褐色の鉄錆が表面付着しており、金床石のような用途

で利用されたことも想定される自然礫である。
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第19節　土製品（第25図-217）
第25図-217は焼けた土塊の残欠で、製品として成形されたものではなく、竈や遺構の一部と考

えられる。円形に孔があいているため、羽口等の鍛冶関係に伴うような遺構の破損部位とも考えら

れる。表面は赤褐色で土色をしているが、裏面は黒色金属等が融解した状況で一体となっている。

このため赤化した面がより火受けが弱く、黒色融解した付着物面が強く火受けした状況の焼土塊と

見られる。出土した地点はSK628及びこの付近の遺構からであり高温で作業を行うような状況が

付近にあったものと考えられる。

第20節　骨製品（第25図-218）
イノシシまたはブタの雄、下顎骨左犬歯（牙）を利用した製品である。歯根部に穿孔有り、先端

部は欠損するため全体の長さは不明だが、残存長約７cmを測る。イノシシの牙を利用した製品の

類例が少なく用途等の検討は少ないので判然としないが、穿孔のみの製品であることから、垂飾品

等になるものと推量される。

第21節　貝類遺体（第3表）
貝類遺体については、第3表に最小個体数（ＭＮＩ）を示した。

第22節　脊椎動物遺体
脊椎動物骨については、樋泉岳二氏（早稲田大学非常勤講師）に依頼し同定分析いただいた。以

下、いただいたコメントを掲載する。

動物遺体は個体数比で魚類が5割強、哺乳類が4割強を占める。

屋敷地２との類似性が高い。いずれも屋敷地１・４より魚類が多く、やや主郭に近い傾向が認めら

れる。

①魚類の構成　ベラ科・ブダイ科が多く，ハタ科・フエフキダイ科なども普通である。

今帰仁城跡・今帰仁ムラ跡に一般的にみられる様相である。

②鳥獣類の構成　イノシシ（ブタ）とウシがおおむね同数で優占し、ウマがこれに次ぐ。少数なが

らニワトリがみられる。これらの特徴は屋敷地２と類似する。

屋敷地４などよりウシ・ウマが少なく、イノシシ（ブタ）が多い点、ニワトリが見られる点で、今

帰仁ムラ跡の中ではやや主郭に近い傾向といえる。

イノシシの顎・歯は、いずれもM2萌出・M3未萌出～萌出中段階で死亡したと推定される。資料数

が少ないため断定はできないが、同様の特徴は今帰仁ムラ屋敷地２でも確認されており、おそらく

飼育されていたものと推測される。

イヌは同一個体と思われる全身骨格がまとまって出土しており、埋葬または死骸がまとめて廃棄さ

れた可能性が高い。貝塚時代のものにくらべてやや大型の印象である。

③まとめ　全体として本地区の脊椎動物群は屋敷地２との類似性が高く、他の屋敷地に比べてやや

主郭に近い様相が認められる。食材利用の面からみると本地区の居住者は、屋敷地２と同様に、今

帰仁ムラ跡の中では主郭の支配者層とのつながりが深い集団であった可能性が考えられる。

第23節　炭化植物遺体（第2表）
炭化植物遺体については赤嶺信哉・喜納政英（株式会社イーエーシー・文化財事業部）に依頼し

同定分析いただいた。以下、いただいたコメントを掲載する。

①植物遺体の同定の経緯　（株）イーエーシーでは、現在フローテーションの業務化にむけた試み

を行っている。フローテーションは水に浮いて回収されるLF（Light Fraction）資料を２mmと
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0.425mmのメッシュサイズのフルイで、沈んで回収されるHF（Heavy Fraction）資料を２mm

のフルイで回収する方法を採用した。HF資料からは従来のピックアップ法では見逃しがちな微細

な人工遺物や動物遺存体の回収にも有効であることが指摘されており（樋泉2002私信、宮城2005）、

筆者らはこれまで、回収された資料から遺跡で消費された食料残滓の構成を調べ食資源の推定や遺

跡環境の復元、微細遺物の検出に一定の成果が得られることを実践している。

フローテーション法は遺跡からの植物遺存体の回収を目的に導入され始め、県内でもいくつかの

遺跡で成果をあげている（高宮1996、1997、2004他）。しかし筆者らにはフローテーションを各

時代各地域の遺跡調査で実践したことがない。このため当該作業の良好な資料を得て実践し報告す

ることができなかった。今回幸いにも宮城弘樹氏（今帰仁村教育委員会）のご好意により、今帰仁

城跡第1次外郭調査のＬＦ資料を見せていただく機会を得ることができたので、以下にＬＦ資料よ

り得られた植物遺存体について報告する。

②仕様　水選別を行ったのは今帰仁城跡第1次外郭調査のＬＦ資料６サンプル（約50r）である。

分別方法は、先ず炭化物とそれ以外、炭化物の中で種子と思われる粒状になったものとそうでない

木片に分け、粒状になったものを（高宮2004・今帰仁村教育委員会2007）（今帰仁村教育委員会

2005）の図版写真を参考に、実体顕微鏡により選別を行った。

③まとめ　今回確認できた植物遺存体はイネ・アワ・キビ・コムギ・オオムギ・カヤツリグサ科・

マメ科？などであった。詳細を表2表に示す。

今回は依頼者である今帰仁村教育委員会より、栽培植物の分類を主な作業として行うように指示

があったので、これまで紹介されている写真などを参考にイネ・アワ・キビ・コムギ・オオムギの

同定を行うことができた。しかし多くの標本が不明に分類されていることからわかるように、栽培

植物以外の野生植物と想定される種子類の同定は植物同定に知識の深い専門家の指導や原生標本を

揃えて同定することが必要である。雑草や炭化した木材等の標品については今後の課題としたい。
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表2表　1次外郭LF資料出土植物遺存体
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第3表　今帰仁ムラ跡（西区屋敷地5）出土貝類遺体集計表 
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第17図　屋敷地5 出土遺物（1）
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第18図　屋敷地5 出土遺物（2）
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第19図　屋敷地5 出土遺物（3）
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第20図　屋敷地5 出土遺物（4）
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第21図　屋敷地5 出土遺物（5）
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第22図　屋敷地5 出土遺物（6）

（151～162：S=1/3）
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第23図　屋敷地5 出土遺物（7）
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第24図　屋敷地5 出土遺物（8）
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第25図　屋敷地5 出土遺物（9）

■＝スミベタは鉄付着部分
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第4表　今帰仁ムラ跡（屋敷地5）出土遺物観察表（1）
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第5表　今帰仁ムラ跡（屋敷地5）出土遺物観察表（2）
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第6表　今帰仁ムラ跡（屋敷地5）出土遺物観察表（3）
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第Ⅴ章　今帰仁城跡と首里城跡出土の陶磁器について

金武正紀

(今帰仁村発掘調査アドバイザー)

第１節 はじめに
今帰仁城跡と首里城跡の出土陶磁器は厖大な量であり、今回は今帰仁城主郭跡の層序で検出され

た陶磁器、首里城二階殿跡出土の元代後半陶磁器、首里城京の内跡出土の元代後半と明代前半陶磁

器に限定して検討する。なお、陶磁器の大きさが比較できるように第３図～第12図までは５分の

１で、第13図は８分の１の縮尺で掲載した。

第２節　今帰仁城主郭跡の陶磁器（註１）
今帰仁城主郭跡では第１・２図に示したように層序で陶磁器が把握された。特に第2図で色分け

した、９・７・５層はプライマリーな層である。

（１）グスク前夜の陶磁器（第３図）

第９層と第７層で青磁劃花文碗と青磁櫛描文皿の小破片が２点ずつ検出された。第９層と第７層

の主体陶磁器ではないので混入遺物の可能性を考えていた。それが城跡の周辺遺跡の発掘調査で多

く出土することが確認された。第３図に示したのが青磁劃花文碗と青磁櫛描文皿（珠光青磁）であ

る。この結果によって、築城前にグスクの周辺に12世紀後半から13世紀中葉にかけて集落があっ

て人々が生活していたことが判明した。この人々が築城に直接的または間接的に関わった可能性が

考えられる。

（２）第９層の陶磁器（第４図）

青磁鎬蓮弁文碗（２～９）が最も多く、第９層の主体陶磁器である。次に多いのは今帰仁タイプ

白磁碗（13）、少量ではあるが白磁口禿碗（12）・皿（15）などが検出され、13世紀後半頃と考

えられる。

（３）第７層の陶磁器（第５図）

第７層が今帰仁城第I期である。土留石積、版築、掘立柱建物跡の上に堆積した遺物包含層であ

る。第９層で主体であった青磁鎬蓮弁文碗、白磁口禿碗・皿なども出土するが、特徴的なのは、青

磁ではラマ式蓮弁文碗（４）弦文帯碗（５・６）、口折皿（９～13）、酒会壺(15)などが登場する

ことである。白磁では今帰仁タイプ碗（16～21）とビロースクタイプ碗（28～32）が多く出土す

ることである。ビロースクタイプ碗I類（28・29）と碗II類（30・31・32）がこの第７層で初め

て登場する。第７層は今帰仁タイプとビロースクタイプを主体とする層である。ちなみに青磁鎬蓮

弁文碗（１）青磁酒会壺（15）、白磁口禿碗（22～25）、白磁ビロースクタイプ碗 I類（28・

29）・II類（30～32）等は新安沈船（1323年沈）の遺物に同タイプの陶磁器が報告されているこ

とから、第７層は13世紀末～14世紀初頃と考えられる。

（４）第５層の陶磁器（第６図）

第５層は今帰仁城第II期で基壇建物の時期である。第７層で多く出土した白磁ビロースクタイプ

碗（９～12）は出土するが、今帰仁タイプ白磁碗は出土しない。今帰仁タイプは消えて、白磁無

文外反碗(田中克子のビロースクタイプ IV類)（14・15）が登場することが大きな特徴である。第
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６図の１～７は埋められた状態で検出された一括遺物で、碗は新安沈船に同タイプが報告されてい

る。ビロースクタイプIV類や高麗青磁八角杯（36）などの登場で、第５層は14世紀中葉と考えら

れる。

（５）第１・２層の陶磁器（第７・８図）

第１層と第２層は攪乱層ではあるが、今帰仁城第III期の遺物が入っており、出土量は厖大である。

今帰仁城第III期は中国の『明實録』に登場する山北王 尼芝、 、攀安知の時代で、今帰仁城が最

も隆盛期である。『明實録』には、1383年から1415年の33年間に山北王 尼芝が６回、山北王

が１回、山北王攀安知が１１回中国皇帝へ使者を送り、朝貢貿易を行ったことが記されている。（註

２）この時期の陶磁器の大きな特徴は大型品が大量に出土することである。第８図の元代後半陶磁

器がその一部である。1383年は明初であるので、少し古い元末の大型優品が今帰仁城にも入って

きたと考えられる。青磁環耳瓶（１）、青磁盤（２）、青磁酒会壺（３）、青磁器台（４）、元青花壺

（５・６）、元青花盤（７）などは第III期の大型優品である。そしてこのIII期に元青花が登場する。

小型品では第7図の１の青磁碗、８の白磁碗、21の天目、22の茶入、24のベトナム碗などが考え

られる。

今帰仁城第IV期は山北が中山に滅ぼされた1422年～1665年までのいわゆる、監守時代である。

このIV期の陶磁器は大型品が極端に減り、碗・皿類が中心となる。第７図の青磁細蓮弁文碗

（４）・雷文帯碗（３）・腰折皿（６・７）・白磁無文直口碗（９）・抉入高台皿（10・11）・青

花碗（12～16）・皿（17・18）・杯（19・20）などが主な陶磁器である。

第３節　首里城二階殿跡の元代後半の陶磁器（第９・10図）（註３）
二階殿跡の陶磁器は明代前半のも多く見られるが、特に注目されるのは元代の優品が多いことで

ある。中でも大型優品が目立つ。第９図の砧系青磁鎬蓮弁文碗（１）・皿（２）、枢府系白磁碗

（３）、砧系青磁龍文大盤（４・５）、青磁大型壺（６・７）、第10図の青磁酒会壺（１・２）、元青

花大盤（３）・玉壺春瓶（４）壺（５）、茶入（６）、天目茶碗（７～９）などが二階殿出土の優品

である。その中で、第９図１～５の青磁、白磁は新安沈船（1323年）出土と同タイプで１４世前

半と考えられる。また、第１０図の元青花（３～５）は元末と考えて１４世紀の後半前葉頃と考え

られる。

第４節　首里城京の内跡の陶磁器（註４）

京の内の陶磁器は1459年の首里城倉庫失火で焼失した一括遺物と考えられている。出土陶磁器

は15世紀中頃までのもので、15世紀後半のがほとんど見られないことから1459年火災の一括遺物

として一級資料である。しかし、出土陶磁器を検討してみると、元代後半と明代前半のがある。

（１） 元代後半の陶磁器（第11図）

１は「美酒清香」の文字のある青磁大型酒会壺である。

２は青磁大花瓶で、同タイプの大花瓶がイギリスのデヴィット・コレクションにみえる泰定４年

（1327）（註５）と新安沈船（1323）（註６）にみえることから14世紀前半と考えられる。３の青花大

合子も４の青花高足杯も元青花で14世紀中頃と考えられる。５の紅釉水注も「中国元朝の紅釉」

と報告（註４）されている。

（２） 明代前半（15世紀前半）陶磁器（第12図）

京の内跡出土陶磁器の大きな特徴は同じ種類の器種が大量に出土したことである。青磁では、蓮

弁文碗（１・２）が47個、雷文帯碗（３～６）が９８個、無文碗（７・８）が60個、口折皿（９）

が60個、外反皿（10）が65個、鍔縁盤（13）が５６個、直口盤（14）が47個である。青花では、
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草花文碗（15・16）が87個である。白磁では、無文碗（18・19）が28個、無文皿（20～22）が

30個である。このように同じタイプの器種が大量に出土したことは、後述する陶磁器の使われ方

が注目される。

第５節　今帰仁城跡、首里城跡・出土陶磁器の検討

（１）築城前夜の陶磁器（註７）

今帰仁城跡では、白磁玉縁碗、青磁劃花文碗、青磁櫛描文皿（珠光青磁）など12世紀後半から

13世紀前半の陶磁器が出土しているが、首里城二階殿跡、京の内跡では出土していない。この時

期の人々が今帰仁城の築城に直接又は間接的に関わったと考えられる。

（２）今帰仁タイプ・ビロースクタイプ白磁碗

今帰仁城主郭跡、第９層と第７層（築城第I期）で出土する今帰仁タイプ白磁碗と、第７層と第

５層で出土するビロースクタイプI・II類白磁碗も首里城二階殿跡、京の内跡では出土していない。

これらの白磁碗は13世紀後半から14世紀前半の中国元代後半の福建省 清義窯一帯産と考えられ

ている。（註８）これらの陶磁器が琉球に入ってくる時点まで首里城は築城されていないことが理解

できる。

（３）二階殿跡の元代後半優品陶磁器と『明實録』

とにかく二階殿跡出土の元代後半の陶磁器は大型品も小型品もすべて優品である。

これらの優品陶磁器を考えるとき、どうしても気になるのが『明實録』に1回しか登場しない陶磁

器下賜の記録である。（註９）《太祖實録》巻95

洪武７年（1374）12月壬辰朔

命刑部待郎季浩及通事深子名、使琉球國、賜其王察度文綺二十四・陶器一千事・鐵釜十口、仍令浩

以文綺百匹・紗・羅各五十匹・陶器六萬九千五百事・鐵釜九百九十口、就其國市馬

この記録によると察度王は、中国皇帝から陶器1,000個を下賜されている。陶器の種類について

は明らかでないが、琉球国王への贈物なので景徳鎮の青花磁や龍泉窯青磁などの優品が含まれてい

たと推測される。これらの優品の一部が二階殿跡の優品であり、京の内跡の優品であると考えられ

る。報告書に掲載されている陶磁器と実物とを比べて調査した結果、二階殿跡で約90個、京の内

跡で約20個が元代後半の龍泉窯や景徳鎮窯の優品であることが確認された。これは1,000個の11％

にあたり、報告書に掲載されていない破片や二階殿跡、京の内跡以外の首里城跡の陶磁器を検討す

るとさらに増加すると考えられる。

これらの優品陶磁器から、中山とは首里城であり、中山察度への贈物だったと考えられる。中山

は浦添城であり、察度の居城は浦添城と考える研究者もいるが、浦添城跡から発掘された陶磁器に

は前述の優品陶磁器はほとんど皆無である。筆者は陶磁器の研究から中山王察度の居城は首里城で

あったと考えられる。多和田真淳は高麗瓦の研究から「二大先輩（伊波普猷、東恩納寛惇）が尚巴

志の首里遷都説をとなえているが、それは今まで高麗瓦を例にとって説明したとおりで、筆者は尚

巴志説を否定し、察度首里遷都説を主張する」（註10）と察度が中山王に即位したときに浦添城から

首里城へ遷都したと主張している。筆者も多和田説に賛同する。

中山王察度が中国皇帝から陶磁器1,000個を下賜されたのは1374年で中国は明初である。前述の

優品は元代後半（14世紀前半～中葉）で、年代は少しずれるが、明初の陶磁器は元代後半の陶磁

器に比して質が低下していたので、元代後半の優品を多く下賜したと考えられる。勿論、明初の陶

磁器も含まれていたと考えられる。
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（４） 大型陶磁器の登場（第８・９・10・11図）

第８～11図に示したのが大型陶磁器で、青磁の大花瓶・大型壺・酒会壺・盤など、元青花の壺、

大合子、盤などである。大型陶磁器が琉球に大量に入ってくるのは琉球国が中山、山北、山南に分

列していた、いわゆる三山鼎立時代で、14世紀後半である。大型陶磁器が多く出土しているグス

クは中山王の首里城跡、その配下にあった勝連城跡、久米島具志川城跡、山北王の今帰仁城跡など

である。大型陶磁器は三山鼎立時代の権力を誇示する一つの宝物
ほうもつ

だったと考えられる。三山が統一

されてからは、首里城跡以外の今帰仁城跡を含めて極端に少なくなっている。

（５） 京の内跡の陶磁器

a） 大量の食器

前述したように、同じ器種が大量に出土している。それをまとめると第１表のとおりである。こ

れだけ大量の碗、皿、盤が京の内の倉庫に保管されていたのは、中国からの冊封使を歓待する時や

城内の諸宴など多数の人に接待するときの食器と考えられる。これはb)で述べる酒器とセットと考

えられる。

京の内が首里城内の御嶽であることから、祭祀用具と考えている研究者もいるが、御嶽の祭祀用

としてはあまりに一括大量であり、理解できない。当時から京の内という御嶽があったかは明らか

ではないが、もし当時から御嶽があったのであれば、御嶽の近くに倉庫があった可能性がある。

b) 大量の酒器（第13図）

京の内跡から出土したタイ褐釉陶器四耳壺約76個とタイ半練（土器）蓋62個が注目される。こ

の身と蓋はセットでタイから暹羅酒を入れて運ばれたと考えられる。京の内の倉庫には少なくても

62個の暹羅酒が貯蔵されていたのである。これだけ大量の酒壺からも祭祀用ではなく、接待用の

酒壺だったと考えられるのが妥当である。なお、この酒器については筆者の論文（註11）があるので、

それの一部を引用する。

「琉球国の古文献で最も著名な『歴代寳案』にタイ産の香花酒が登場する。例えば、成化17年

（1481）３月15日、暹羅国王から琉球国王への贈物の中に、「香花酒上等貳 内有椰子　香花酒

伍 」が記録されている。 とは壺のことであり、タイ国王から琉球国王へ壺に入った酒が贈ら

れたことが明確に記されている。その壺とはどのようなものであったか、また、その壺の蓋はどの

ようなものであったか。筆者はその壺と蓋の解明を1991年、「沖縄出土のタイ・ベトナム陶磁」と

蓮弁文碗　４７   

雷文帯碗　９８   

無文碗　　６０ 

口折皿　　６０   

外片皿　　７４   

直口皿　　６５ 

鍔縁盤　　５６   

直口盤　　４７   

無文皿　　３０ 

青　　磁 青　　花 白　　磁 

碗 

皿 

盤 

草花文碗　８７ 　無文碗　　２８ 

第１表　　京の内跡出土の碗、皿、盤の出土状況
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いう論文で発表した。それは今帰仁城跡出土のタイ産褐釉陶器壺と半練（土器）蓋である。今帰仁

城跡では半練（土器）蓋に本来なら対応するはずの半練（土器）の身は１片も発掘されていないが、

タイ産の半練（土器）の蓋と褐釉陶器四耳壺が多く発掘された。そこで、壺口部の狭い所の内径と

蓋の直径を計ることによって、その組み合わせを試みたところ、ほとんどの蓋が大型の褐釉陶器四

耳壺に対応することがわかった。このことから、タイ産の褐釉陶器壺に香花酒などの暹羅酒が入れ

られ、半練（土器）蓋をかぶせて運ばれたと考えた。この論証を決定づけたのは、現在でも中国の

紹興酒が、中国産褐釉陶器壺に入れられ、タイ産の半練（土器）蓋に似た中国産の素焼きの蓋をか

ぶせ、その上から石膏をかぶせて運ばれているのを那覇市の中華料理店で確認した。この蓋はタイ

産の半練（土器）蓋のように丁寧な作りではないが、外側で反り上がり、中央につまみがあるなど

の特徴が類似している。タイの香花酒もこれに似た輸送方法で琉球国へ運ばれたと考えられる。

『歴代寶案』に出てくる琉球国王の居城は首里城であった。したがって首里城跡で前述の説が証

明できればとずっと考えてきたのであるが、1995年、沖縄県教育委員会による首里城京の内跡の

発掘調査でそれが証明された。この発掘調査の報告書が1998年3月に刊行され、その中に出土遺物

が詳細に分析されている。それによると、タイ産の褐釉陶器壺（土器）蓋が大量に発掘されている。

その中で金城亀信は個体数として数えられるものとして、壺が76個体、蓋が62個体と報告してい

る。この数字から壺と蓋がほぼ同数出土しており、少なくても62個体のセットが考えられる。ま

た、京の内跡の資料から、タイ産の褐釉磁器壺には大型だけではなく、中型、小型もあり、直径が

ほぼ12cm以上の蓋が大型壺に、直径がほぼ12cm以下の蓋が中型、小型の壺に対応するものと考

えられる。この組み合わせを第13図に試みた。ちなみに、大型壺には約２斗（36リットル）前後、

中型壺が約１斗（18リットル）前後、小型壺が約５升（９リットル）前後の酒が入っていたもの

と考えられる。

首里城京の内跡で陶磁器が大量に出土した所は1459年に消失したと記録されている倉庫跡で、

中国陶磁器を中心に、タイ、ベトナム、備前などの陶磁器が、個体数で1160点以上出土している。

碗、皿、杯、盤などの食器類が大量に出土していることから、冊封使などの接待、または城内の宴

などに使用する為に納められていたものではないだろうか。それらの陶磁器と一緒にタイ産の褐釉

陶器壺にはタイ国から運ばれてきた「香花酒上等」や「香花酒」などが入れられ、半練（土器）蓋

をかぶせて貯蔵されていたものと考えられる。香花酒上等とは「古酒」にあたるかもしれない。こ

れらの香花酒は接待用の酒として倉庫に貯蔵されていたものと考えられる。それを示す史資料とし

て、1534年に琉球に来た中国の冊封正使陳侃は著書『使琉球録』にそのときの接待用の酒につい

て、「王奉酒勧、清而烈、来自暹羅者、・・・・其南蕃酒則出自暹羅、醸如中国之露酒也。」（国王

がすすめてくれる酒は清くて強烈だった。その酒は暹羅から来たもので、造り方は中国の蒸留酒と

同じ）と述べている。首里城内での冊封使の接待用にタイの酒が使われていたことがはっきりと記

されている。首里城京の内の倉庫にタイの褐釉陶器壺に入れられた香花酒などの暹羅酒が60個以

上も並べられ、それが冊封使の接待用などに使用されていたと考えると爽快である。酒は今も昔も

人と人の付き合いに欠かせないものであることを教えてくれる資料である。

なお、『李朝實録』の中の世祖恵荘大王實録（1461年）の琉球に漂流した朝鮮人（尚得誠等８人）

の記録に「江辺に城を築き、中に酒庫を置く、房内に大瓷を排列し、酒醪盈溢す。123年の酒庫に

分ちて其の額を書す」と記されていて、「江辺に城を築き」は那覇港内にある御物グスクを示して

いると嘉手納宗徳は述べている。（註12）酒庫の中には大きな壺に入れられた１年酒、２年酒、３年

酒の酒が並べられていたと記されている。首里城京の内の倉庫に入る前に御物グスクの酒庫に納め

られていたと考えられる。」
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第６節　おわりに

以上、今帰仁城跡出土の陶磁器と首里城跡出土の陶磁器の特徴的なことについて述べた。

（１） 今帰仁城跡の第9、7、5層の古い陶磁器

（２） 二階殿跡出土の元代後半の優品陶磁器と京の内跡の伝世優品

（３） 京の内跡の冊封使や城内諸宴用に使われたと考えられる同器種大量出土陶磁器

（４） 三山鼎立時代の大型優品陶磁器

の４点に焦点を絞って考えてみた。

今後の大きな課題として琉球の貿易港の特定が急がれる。

その中で、那覇港（渡地地区）の発掘調査が平成17年度に沖縄県立埋蔵文化財センター、平成18、

19年度に那覇市教育委員会文化財課によって発掘調査が実施され、現在も続いている。この調査

で那覇港が14世紀後半から15、16・・・そして現在まで貿易港として使われたことが明らかとな

った。これは琉球の対外貿易を考える上で実に大きな成果である。前述の『李朝實録』の中に「市

は江辺に在り。南蛮・日本国・中原の商船来り、互に市す。」（註12）とあり、江辺とは那覇港の埠頭

一帯で、そこで市が開かれていたのである。那覇港が国際貿易港であることを示す重要な史資料で

ある。しかし、12世紀から14世紀前半までの貿易港はまだ不明である。那覇港の前は泊港で、そ

の前は牧港であったと歴史研究者は述べているが、その証拠はない。筆者は安謝川に注目している。

安謝川河口から上流に向かう右手に多和田川（タータガーラ）という支流があり、多和田川の上流

では銘苅川（メカルガーラ）と大湾川（オオワンガーラ）の二つの支流に分かれる。これらの支流

に面する丘陵上に12～14世紀前半の遺跡がいつくも形成されている。多和田川の南岸丘陵上に安

謝前東原遺跡・安謝東原南遺跡（註13）、北岸丘陸上に銘苅原遺跡（註14）・銘苅原南遺跡（註15）、銘苅

川の北岸丘陵上にヒヤジョー毛遺跡（註16）、大湾川の西岸に直禄原遺跡（註17）が形成されている。

これらの遺跡からは12～14世紀前半の白磁玉縁碗、青磁劃花文碗、カムイヤキ須恵器、今帰仁

タイプ、ビロースクタイプなどが多く検出されている。このことから安謝川に貿易船が入港し、そ

こから支流沿いに上陸し、そこに多くの遺跡が形成されたと考えられる。今後港の発掘調査によっ

て物的証拠が期待される。

註１ 金武正紀・宮里末廣他『今帰仁城跡発掘調査報告Ⅱ』今帰仁村教育委員会　1991

２『中国・朝鮮の史籍における　日本史料集成明實録之部 I 』 国書刊行会　1975

３ 金城透・瀬戸哲也・片桐千亜紀・知念隆博他『首里城跡―二階殿地区発掘調査報告書―』

沖縄県立埋蔵文化財センター　2005

４ 金城亀信・上原靜・城間肇他『首里城跡―京の内地区発掘調査報告書―』沖縄県教育委員会　

1998

５ 長谷部楽爾ほか『デヴィッド・コレクション中国陶磁展』日本経済新聞社　1980

６『新安海底遺跡』同和出版公社（ソウル） 1983

７ 金武正紀「考古学から見る今帰仁城跡の歴史」『グスク文化を考える』新人物往来社　2004

８ 田中克子「ビロースクタイプについて」『13～14世紀海上貿易からみた琉球国成立要因の

実証的研究一中国福建省を中心に―』熊本大学文学部　2006、2007

９ 中国明代の資料で、日本史科集編成編纂会編『中国、朝鮮の史籍における日本史料集成　

明實録之部（一）』国書刊行会　1975年

10 多和田真淳「首里城の古銭と首里遷都」『琉球新報』1965年10月4日～8日

11 金武正紀「陶磁器が語るグスク時代の酒器」『高宮廣衞先生古稀記念論集　琉球・東アジアの

人と文化』上巻　高宮廣衞先生古稀記念論集刊行会　2000
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12 嘉手納宗徳「李朝実録抄解題」『日本庶民生活史料集成』第27巻　三一書房　1981

13 島弘・玉城安明・仲宗根啓他『安謝東原遺跡』 那覇市教育委員会　2000

14 金武正紀・島弘・玉城安明・仲宗根啓他『銘苅原遺跡』 那覇市教育委員会　1997

15 當間麻子・當銘由嗣・仲嶺久里子『銘苅原南遺跡』 那覇市教育委員会　2002

16 金武正紀・城間千栄子『ヒヤジョー毛遺跡』 那覇市教育委員会　1994

17 樋口麻子・當銘由嗣・仲宗根久里子『銘苅直禄原遺跡』 那覇市教育委員会　2003
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今帰仁城主郭跡の層序と陶磁器
（第1図～第8図）



第5図　第7層出土陶磁器：1～15. 青磁　16～32. 白磁　33～36. 褐釉陶器　 

0 10cm
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第6図　第5層出土陶磁器：1～7. 青磁一括遺物、8～17. 白磁　18～28. 青磁 
           29̃35.  褐釉陶器、36.  高麗青磁 

第2号　土坑出土青磁 

1～6.  腕 　7.　皿 

0 10cm

0 10cm
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第7図　第1・2層出土陶磁器：1～7. 青磁、8～11. 白磁、12～20. 青花 
　　　  21.  天目、22.  茶入、23.  タイ鉄絵合子、24.  ベトナム青磁碗、25.  李朝象嵌青磁碗 

0 10cm
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第8図　今帰仁城主郭跡出土の大型元代後半青磁・青花 
　　　（5～7は亀井明徳氏ほか専修大学研究チーム作成図2007年） 

0 10cm
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第9図　首里城二階殿跡出土の元代後半青磁・白磁 

0 10cm
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第10図　首里城二階殿出土の元代後半青磁・青花・茶入・天目 
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第12図　首里城京の内跡出土の明代前半碗・皿・盤：1～14青磁、15～17青花、18～22白磁 

0 10cm
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第13図　タイ陶器　半練蓋と褐釉陶器四耳壺セット（1～8. 首里城、9・10. 今帰仁） 

0 20cm
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第VI章　今泊の集落景観と保全

高橋誠一*・松井幸一**・松井僚平***

第１節　今泊集落の概要

（１）今泊の成立

今泊は今帰仁村の西端

に位置する集落である

（図１）。人口は1091人、

戸数は343戸、全面積は

約4.63km2で、今帰仁村

の総面積の約12％を占

める（図2）。気候は亜熱

帯気候で、土壌は主に石

灰岩のアルカリ性土壌

と、非石灰岩の賛成土壌

に大別される。石灰岩質

の土壌は水持ちが悪く乾

燥しやすいため、あまり

農業には使われないが、

セメント剤などに利用さ

れる。非石灰岩質の土壌

は水はけがよく、農作物

の栽培に適している。今

泊では特にこの気候と土

壌を生かしたサトウキビ

栽培や野菜農業が盛んで

ある。集落内にはフクギ

（福木）やハイビスカス

などの植物が生い茂り、

亜熱帯ならではの植生を

見ることができる。

1800 

1600 

1400 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 

0 

2005（
平
成
17年
）
 

1995
（
平
成
７
年
）
 

1985（
昭
和
60年
）
 

1975（
昭
和
50年
）
 

1965（
昭
和
40年
）
 

人
数
（
人
） 

図１　今帰仁村における今泊の位置『今泊誌』より

図２　今泊の人口推移　
『今泊誌』、平成7年・平成17年度国勢調査より作成

*     関西大学文学部教授
**   関西大学大学院博士課程後期課程
*** 関西大学大学院博士課程前期課程
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図3 旧今帰仁集落と旧親泊集落

今泊の南にある県道115号線をさらに南に行くと、世界遺産今帰仁グスク跡があり、2000年12

月に開催されたユネスコの世界遺産委員会で、座喜味グスク跡、勝連グスク跡、中グスク跡、首里

グスク跡、園比屋武御嶽石門、玉陵、識名園、斎場御嶽とともに今帰仁グスク跡の九つの資産が

「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として世界遺産リストに登録された（今帰仁村村役場2005）。

特に今帰仁グスクは、今泊の成り立ちや歴史と深く関わるもので、琉球が中山に統一される前の

「北山王の時代」（13世紀末～1416年）において北山の中心であった。北山が中山に統一された後

は、琉球王国から派遣された監守という役人の居城であり、監守一族が首里城に引き上げるまでを

「北山監守の時代」（1422年～1665年）と呼んでいる。また，1609年には薩摩軍の琉球侵攻によ

る今帰仁グスク焼き打ち事件が起こっており、この事件は近世の今泊の歴史に大きな影響を及ぼし

た（今泊誌編集委員会1994）。

今泊は明治期に今帰仁村と親泊村の二村が合併してできた村である(図3)。北山王の時代以前に

は今帰仁村、親泊村ともに今帰仁グスクの麓に存在していた。その後の移動については未だ不明な

点も残るが親泊村の方が今帰仁村より早い時期に現在の位置に移動していたのは文献より明らかで

ある。
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今帰仁村の移動については諸説があるが、薩摩軍の琉球侵攻の際の今帰仁グスク焼き打ちや監守の

城下への移居という歴史的状況から考えると、17世紀前半頃に移動したと考えるのが自然であろ

う（高橋誠一2003）。二村の性格の違いはその名前にも現れており、今帰仁村はグスク（今帰仁グ

スク）との結びつきが強く、親泊村は泊（港）との結びつきが強い。

1903年（明治36年）の土地整理に伴い二村は合併し、今帰仁村の「今」と親泊村の「泊」をとっ

て「今泊」となった。この際，「今泊」の呼び方は、より大きい字であった親泊の読み方であるイ

ェードゥマイをそのまま踏襲したため、「今泊」＝イェードゥメと呼ぶ。しかし，3年後の1906年

（明治39年）に再び分離し、「今帰仁」「親泊」となっている。その後しばらくは分離時代が続くが、

1973年（昭和48年）再度合併して「今泊」となり現在に至る。1906年に分離した理由は定かで

ないが、分離中も祭祀や豊年踊り等の行事、耕地整理、夫役賦課、土木事業、原取締り等の合同事

業を実施する際は、必ず両字民全体による「ニカジェリー」の会議が先行しており、両村が互いに

協力し合っていたことが分かる。

（２）今泊の先行研究

今帰仁村では「村内遺跡発掘調査事業」に伴い埋蔵文化財の発掘調査および分布調査をおこなっ

ている（今帰仁村教育委員会2007）。調査報告書では今帰仁ムラ跡について発掘調査からアタイ原

における今帰仁ムラ跡を確認し、親泊ムラ跡については地形から想定した傾斜面や地籍から判断さ

れる筆界など地理学的知見よりムラ跡を想定している。これによれば現今泊集落にあたる今帰仁ム

ラおよび親泊ムラは今帰仁グスク前面のアタイ原に存在し、今帰仁ムラ、親泊ムラ両者ともに4ha

程度であったと比定されている。

仲原は今帰仁村内の集落移動に関しては①ムラ全体が他の地域に移動②ムラ内の集落の一部が移

動③ムラ内での集落移動の３つに区分できることを指摘しており、石野は今帰仁、親泊の両ムラが

移動して現在の今泊集落を形成していく過程を「ムラ内での集落移動」と表現し（石野2004）、今

帰仁ムラの移動は，ムラの範囲のなかで集落が移動していった「ムラ内での集落移動」であるとし

た。今帰仁ムラの移動に関しては従来より『具志川家家譜』に「村遠相成城之住居不自由有之，高

祖父代今帰仁村江引越申候･･･」の記述があることから、薩摩の琉球侵攻の後にムラが移動したと

されている（今帰仁村教育委員会歴史資料館準備室1990）が、さらに石野は今帰仁ムラ跡の立地

する「アタイ」という地名が通常ムラの集落部分につけられる地名であり、他の字ではアタイ原に

は神アサギや、村屋がありムラの行政中心であることからアタイ原が今帰仁ムラの行政中心地であ

ったことを指摘している。一方、親泊ムラの移動に関しては薩摩による琉球侵攻を記録した「喜安

日記」に親泊の地名が見られることから1609年には集落が海岸部に近いところにあった（仲原

1990）とされる。石野も親泊という地名が「立派な港・大きな港」の意味を持つことから1609年

には集落が海岸部に移動していた可能性を指摘している（石野2004）。

伝承によらず地理的手法を用いた研究としては高橋の地筆を主とした分析があげられる。高橋は

地籍図から今帰仁ムラ跡の考察をおこなっており、今帰仁ムラ跡をシニグンニ、阿応理屋恵按司火

神、今帰仁ノロ殿内、古宇利ノ火神を経て今帰仁グスク跡の正門へと続く地筆群であると考えた。

さらにムラ内部における地筆のまとまりの差異から今帰仁ムラ跡は「阿応理屋恵按司火神地筆群」

と「古宇利ノ火神地筆群」に分けられると指摘した（高橋2003）。また、今帰仁ムラ跡の1筆あた

り平均面積が現今泊集落西部の今帰仁における1筆あたり平均面積と近似している点を踏まえ、従

来から指摘されてきた今帰仁ムラ跡はその可能性が高いとした。一方、親泊ムラ跡についても地筆

と面積の関係を考察しており、従来から指摘されてきた親泊ムラ跡では地筆が不足している点を考

慮して、親泊ムラ跡はさらに北方にまで範囲が広がり、明確な塊村としての形態を持たない比較的

ルーズな集落であったと推定している。
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上記の研究が地名、文献、地筆などから景観を復原しているのに対して、坂本は民家、施設、宅

地割、道路配置を集落景観の景観要素と捉えその特徴を論じている（坂本1989）。 この調査は沖

縄の集落で幅広く行われ今泊集落も含まれるが、悉皆調査が行われているのは今泊西側の今帰仁原

のみである。

これら既往研究を踏まえ渡具知は今泊集落の悉皆調査を行い、宅地割の特徴をもとに今帰仁村に

おける集落の景観的な特徴を考察している（渡具知2004）。考察の中では親泊原の宅地割について

①横一列型、②横二列型③田の字型が混在し、今帰仁原についても同様の順番で宅地型が混在する

ことから両者ともに「規則的宅地割集落」とはいえず、宅地割の変容過程から今泊集落は1737年

以前の古い集落形態であることを指摘している。

また渡具知は今泊集落の景観要素として「屋敷森」の存在を挙げて福木の分布調査を行っている。

調査では多くの屋敷が福木を植えているが、海側に立地する屋敷ではブロック塀や福木と松の混在

も見られ集落内の景観の差を明らかするとともに、親泊原の福木は今帰仁原に比べ古い福木が多く

見られることから集落形成時期の違いを表すものであるとしている。さらに親泊原では集落の東側

に福木が鬱蒼としていることから集落を森林で取り囲むという「風水思想」が親泊集落にも当ては

まることを明らかにした。

調査対象地は異なるが漆原も沖縄県渡名喜島において屋敷囲いの特色と変遷を調査し、台風時の

風向きや風速を加味してこの地域の強風に対する工夫の特色を指摘した（漆原2007）。なかでもフ

クギに関しては防風林としての役割を指摘しており、今泊においても名喜島と同様の役割を有して

いるのであろう。

先行研究では目的別に地名、文献、地筆などから景観を復原したものと集落内の景観要素から集

落景観を明らかにするものとが挙げられた。本論では後者の景観要素を対象とする方法により今泊

の集落景観を調査した。

（３） 今泊の景観要素

今泊の集落景観を現す要素には様々な種類のものがある。本調査では主な景観要素を①信仰に関

係するもの、②村の歴史や地割りに関係するもの、③植物など自然に関係するもの、④建物など土

地利用に関係するもの、⑤その他として現代的な要素の５つに分類した。この中で特に今泊の景観

に影響を与えていると思われる要素を太字で示した(表1)。

本論では数ある景観要素の中から特に、福木、家屋（石垣，塀，トタンも含む）、石敢當につい

て考察を行う。

①信仰 

拝　所 

石敢當 

墓　地 

井　戸 

シーサー 

ハサギ（アサギ） 

②村の歴史・地割 

道　路 

石　垣 

塀（もとは石垣） 

井　戸 

コバテイシ 

福木（屋敷林） 

今帰仁城 

 

③植物・自然 

福木（雑木林） 

庭の草木 

蝶 

花 

海岸 

 

④土地利用 

家　屋 

公民館 

公　園 

畑 

ペンション 

商　店 

会　社 

 

⑤現代的 

車 

駐車場 

トタン（塀、補強用） 

電　柱 

ミラー 

ゴミ捨て場 

看　板 

バス停 

表１　景観要素の分類　（家屋調査カードをもとに作成）
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第２節　調査の目的と方法

（１）調査目的

本論では今泊集落の先行研究で未だ調査が不足

しているより詳細な家屋調査、フクギの分布，石

敢當の位置や形を調査し補うこと、及び今泊集落

の景観図を作成することを目的とする。今泊集落

が今帰仁グスクのふもとに広がる“沖縄らしい”

町並みの良さと知ってもらい、景観保全の一助に

なればと思う。

また、今泊集落が今帰仁城の周辺から現在の場

所に移動してきたことは、今帰仁グスク一帯の歴

史を考える上で重要な意味をもっており、今帰仁

グスクからハンタ道を経由し、現今泊集落へとつ

ながるこの一帯をひとつの歴史的意味のある空間

として捉える必要がある(図4)。今回の調査におい

て、今泊集落の現状を把握し景観を復原すること

で、この地域の独自性を見出していきたい。

（２）調査方法

今泊での現地調査のために，以下のような手順で景観図を作成した。

(ア) 何を調査すれば今泊の景観を図にすることが可能か検討する。

(イ) 家屋調査カード、石敢當調査カードを作成する。

(ウ) 調査項目を選定する。

(エ) 今泊を4つの担当地区に分ける。

・調査日時…2007年10月3日～10月5日

・調査場所…沖縄県今帰仁村字今泊

・調査形式…担当地区の家屋を一軒ごとに回り，事前に作成した家屋調査カードを用い調査を

行った。項目は、日付、担当者名、番号、屋根の構成、塀の構成、母屋の構成、母屋の構造、

母屋の色、付属屋の有無（有る場合はその棟数）、シーサーの有無、付近の新施設の有無、

石敢當の有無、錦塀の有無、全体の見取り図などで、可能な限り詳細に調査を行った。また、

家屋は写真を撮影し、後に確認できるようにした。

石敢當調査でも詳細なデータを取るために事前に石敢當調査カードを作成し、集落内の調

査を行った。項目は日付、担当者名、番号、材質、大きさ（縦×横）、古さ、形状、書体、

設置場所である。また、家屋調査と同様に全ての石敢當について写真を撮影し、後に確認が

できるようにした。

これらの調査で得た情報を基に、今泊の景観を構成する重要な要素である家屋、フクギ、

石敢當について考察し、今泊の景観図を作成する。

（３）作図過程

(ア) 調査カードに一軒ごとの詳しい方角と見取り図を書き込みながら現地調査。

(イ) 調査カードを基に住宅地図をトレースし、地区ごとに景観図を書きおこす。

(ウ) 曖昧で判別が不明な点を撮影した写真で確認しながら仕上げる。

図4 今帰仁グスク周辺地図

今帰仁村文化財調査報告書第24集

『今帰仁城跡周辺遺跡III 』より

Ｎ 

00 1km1km0 1km

今泊の伝統的集落景観 
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(エ) 住宅地図をスキャナーを用いてパソコンに取り込む。

(オ) 取り込んだ住宅地図上に（イ）で作成した景観図をIllustratorを用いて描き入れる。

第３節　今泊の集落景観

本論では今泊集落において主な景観要素である『石敢當、石垣、塀、フクギ、家屋（付属屋を含

む）、トタン』を中心として調査を行った。

沖縄の集落研究としては坂本による緻密で且つ、正確な家屋調査が行われており、その調査項目

は母屋の構成、付属屋の種類など、多岐にわたるとともに多くの集落が取り上げられている。（坂

本1989）今回の調査地である今泊集落もその中の1つとして調査されているが、1983年の調査報

告であることを考えると、現在までの24年の間に様々な変化を見ることができるであろう。

本節では今泊集落での調査によって作成した集落内の詳細な景観図を基にした分析を行った。

図5 今泊集落の地区分け
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図6 I 地区

図7 II 地区
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図8 III 地区

図9 IV 地区
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、 

図10 V 地区
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（１）今泊集落の家屋と屋敷囲い

１）屋根の材料

屋根の構造は主にセメント瓦を使用しており、総家屋数306軒中148軒がセメント瓦で構成され

る。次いでコンクリートで構成されている屋根が多く77軒である。これらの屋根は南西諸島に多

く見られる屋根で、多発する台風の多雨・強風から母屋の崩壊を防ぐために用いられている。その

他にトタンやスレートなどで構成される屋根もあるが、それぞれ18軒、5軒と多くはない。戦前・

戦後の住居状況調査（表３）では戦前にスラブ屋は

存在しないが戦後には65軒へと増加している。また、

トタンで構成されている家屋も戦前には存在しない

が、戦後には9軒に増加している。これらを考える

とスラブやトタン・スレートなどは、沖縄戦後のア

メリカ統治下の時期より使用されるようになったと

考えられ、沖縄独特のアメリカからの影響の1つと

言えるであろう。

一方、穴屋・茅葺屋・竹葺屋・アマライ瓦屋は戦

前から戦後にかけて姿を消している。赤瓦屋は住居

状況調査では13軒から3軒へと減少しているが、本

調査では19軒へと増加傾向にあった。

２）母屋の形式

前述したように瓦屋根の母屋が多いため、寄棟の母屋が149軒とほぼ半数を占めている。次いで

コンクリート造のスラブ、トタンやスレートの切妻の順で構成されていくが、「寄棟+スラブ」「寄

棟+切妻」「スラブ+切妻」といったような複合して形成されている母屋も少なくない。これは母屋

と付属屋を複合することで母屋は広くなり、また付属屋と同様の役割を母屋に作り出しているので

ある。

３）母屋の構造

主に鉄筋コンクリートで建築されており、全体の70％弱を占めている。これも夏季における台

風対策の１つであり、台風に弱い木造の母屋は30％にも満たない。また沖縄戦における家屋の損

害により、木造から実用性を重視して鉄筋コンクリートへと移行していった。

４）付属屋の有無

付属屋が無い家屋が123軒と多数を占めている。しかし，付属屋を有する家屋数は全体で188軒

あり、付属屋の個数で換算すると311個の付属屋が今泊の集落には確認できた。「２）母屋の構成」

で述べた複合家屋を合算すると、375個となり母屋の軒数を上回り、一家に1.2個の割合で付属屋

が存在しているということになる。地区別にみるとI地区が特に多く、3個以上敷地内に付属屋を

持っている家屋は84軒中10軒であり他の4地区よりも多い。その一方で、V地区は付属屋の無い家

屋が圧倒的に多く、全体の10％以上を占めている。

（２）今泊集落景観図からの考察

本節では作成した集落景観図から今泊集落の考察をおこなう。この景観図は、家屋調査から得ら

れたデータをもとに門戸の向き、家屋の配置や種類、付属屋の配置や種類などを再現した。

作成図は細密に復原したため集落全体図では分かりにくい部分があるので、I～Vの５つの地区ご

表３　字今泊　戦前・戦後住居状況調査 

スラブ屋 

赤瓦屋 

アマライ瓦屋 

セメント瓦屋 

竹葺屋 

茅葺屋 

トタン葺屋 

穴屋 

計 

0 

13 

6 

5 

41 

151 

0 

25 

241

65 (22) 

3 

0 

220 

0 

0 

9 

0 

297(22)

（『今泊誌』より転載） 

戦前 戦後 
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とに考察を進めていく。（図6～10参照）考察対象は、門戸の向き、母屋の種類・向き・配置、付

属屋の配置、屋敷囲いの種類についてである。

a  門の向き

門の向きは、南北方向の門が多くなっており、I～Ⅳ地区で見られる傾向として、南向きの門が

多いことあげられる。特に南向きに門を設置する家屋が多く、Ⅰ地区では45/84軒、Ⅱ地区では

29/85軒、Ⅲ地区では15/37軒、Ⅳ地区では24/42軒、Ⅴ地区では3/64軒となっている。しかし、

馬場と呼ばれる集落の中心に位置する大きな道に面する家屋では、馬場に向けて門を設置すること

が重視されている。南向きに門を設置する要因としては北方および北西からの強い浜風の影響が大

きいと考えられる。Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ地区では南向きの門戸は全体の50％程度であるが、南方に進むに

つれてその数は減少していき、Ⅴ地区にいたっては4％程度にまで減少している。これは北方およ

び北西から吹く強い浜風がⅠ・Ⅲ・Ⅳ地区では強く吹き付けるが、南に位置するⅡ・Ⅴ地区周辺で

は衰えるからであろう。

また門の向きと母屋の向きを照らし合わせると、南向きに門を設置している母屋の多くは門と同

様に南を向いており、浜風は母屋の後方から吹きつける。Ⅰ地区では44/45軒、Ⅲ地区では15/15

軒、Ⅳ地区では24/24軒がこのような家屋構成になっており、Ⅰ・Ⅲ・Ⅳ地区の門の向きは浜風を

十分に意識していることが見て取れる。さらにこれらの地区では門の向きと母屋の向きとが一致し

ていない家屋であっても北向きに母屋が建てられている家屋は4軒と少ない。しかし、Ⅱ地区にお

いては17軒と他の地区に比べて多く存在する。これは北方に位置している浜辺からⅡ地区が離れ

ているため浜風が弱まることが関係しているであろう。

家屋形式は表から見られるように、寄棟の家屋が最も多く、次点でスラブ、切妻の順である。地

区別に見るとⅠ・Ⅱ・Ⅳ地区は比較的寄棟の家屋が多く、Ⅲ地区においてはペンションや移住者な

どの新しく建てられたスラブ家屋が目立つ。Ⅴ地区も同様にスラブ家屋が目立っている。

この差異については聞き取り調査でⅠ・Ⅱ地区のように家屋の集中している地域よりⅢ・Ⅴ地区

のように敷地を広く使用することが可能な地区のほうが、「隣接の家屋が気にならずゆったりと生

活できる」ためであるということが明らかになった。また、Ⅴ地区のように国道の近い開発地には、

Ⅰ～Ⅳ地区からの分家した人の家屋や新しく移住してきた人たちが多く居住していることも聞き取

りより明らかとなった。

b  付属屋の配置

付属屋の配置には以下の4つの配置パターンが見られる。

（イ）母屋の横・後方に位置する付属屋

（ロ）母屋の前方に位置する付属屋（前の屋）

（ハ）母屋の一部として組み込まれている付属屋

（ニ）上記の複合型

これらの4つのパターンの持つ機能はそれぞれ異なっており、（イ）の付属屋パターンの場合、

付属屋の持つ機能は家畜小屋や便所にあたることが多い。（ロ）では主に居住空間としての機能を

持つものが多く、勉強部屋に使用されたり、寝室又は機織場としての機能を持っている。（ハ）で

は主に炊事場や台所、風呂場としての機能を持っている。

付属屋の持つ機能として坂本は炊事場や風呂場は母屋に隣接する形を取っており、便所や家畜の

小屋は母屋の横または後方に位置していることが多いことを明らかにしている。さらに便所と家畜

小屋が隣接しているケースが多いことも指摘している。（坂本1989）今泊誌でも同様のことが述べ

られており、肥料として使いやすいように便所と家畜小屋が隣接していることを指摘している。さ
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らに今泊誌では「前の屋」（メーヌヤー）についても記述されており、前の屋は中流以上の家庭に

別棟として建てられていたものであるという。今泊ではⅠ・Ⅱ地区に「前の屋」を持つ家屋が多く、

Ⅲ・Ⅳ地区では，（イ）（ロ）（ハ）（ニ）の4つのパタ－ンを持つ家屋が多い。また、Ⅴ地区では

（ハ）が若干見られるなど集落内においても付属屋の配置には地区によってその特徴に差異がみら

れる。

c  屋敷囲いの種類

屋敷囲いの種類は集落全体で、石垣・ブロック塀・トタン・フクギ・草植物の5種類の要素で形

成されている。集落で主要とされているのは、ブロック塀・トタン・フクギの3種類の要素であり

これらが集落景観の主軸となっている。主な屋敷囲いは表3のようになる。今泊集落の屋敷囲いで

最も多く見られる形態は、ブロック塀とフクギの組み合わせである。特にフクギは今泊集落におい

て重要な景観要素の1つである。フクギの屋敷囲いについては第４・５節にて後述する。

次いでブロック塀とトタンについて論じる。一般にブロック塀の屋敷囲いは明治期から使用され

るようになるが、戦前にはあまり見られず多くは石垣であったと考えられる。沖縄戦に伴い今泊の

屋敷は大きな損害をうけ、立て直しの際に石垣から強固なブロック塀へと移り変わっていったので

あろう。現在では石垣の残っている家屋は少なくなり、石垣のみで構成されている家屋が２軒、石

垣＋他要素である家屋が32軒となっている。ブロック塀を含んで構成されている屋敷囲いは全体

の80％を占めており、ほとんどの屋敷にブロック塀が使用されている。

今泊集落の屋敷囲いを考える中でトタンという景観要素をかかすことはできない。トタンは屋根

の構成でも述べたように、戦後にアメリカの影響により普及したと考えられる。今泊集落では，ト

タンを屋根に使用するだけでなく屋敷囲いの補強素材としても実用している。トタンについて集落

内の聞き取りでは「ブロック塀に比べて通気性が良いため。」「金銭的に安価である。」という聞き

取りができた。しかし、集落景観上美しくないという意見もあり、地域住民の実用性と景観上の問

題の中で様々な意見が指摘されている。トタンが使用されている屋敷囲いの総数は61軒あり，集

落の1/5の家屋にはトタンが使用されている。分布としては｡地区～､地区に多く見られる。トタ

ンのみで屋敷を囲っている家屋は無く，フクギやブロック塀の補強として多く見られるため，屋敷

の全面を囲うのではなく3面をトタンで屋敷を囲う形になる。

塀の構成 
石垣のみ 
ブロック塀のみ 
ふく木のみ 
石垣＋ふく木 
石垣＋ブロック塀 
石垣＋ブロック塀＋ふく木 
石垣＋ブロック塀＋ふく木＋トタン 
石垣＋ふく木＋トタン 
石垣＋ふく木＋トタン＋木塀 
石垣＋ふく木＋フェンス 
石垣＋木塀 
ブロック塀＋ふく木 
ブロック塀＋ふく木＋トタン 
ブロック塀＋ふく木＋トタン＋木塀 
ブロック塀+ふく木＋フェンス 
ブロック塀＋ふく木＋木塀 
ブロック塀＋ふく木＋竹 
ブロック塀＋トタン 
ブロック塀＋フェンス 
ふく木＋トタン 
ふく木＋フェンス 
ふく木＋植物 

表4 塀の構成　

図11 付属屋
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第４節　今泊における石敢當

（１）石敢當概説

１）風水思想

風水とは墳墓､都城､村落､住居等を建設するに当たって､災禍をさけ､幸福を招くために地相

をみる（島尻 1990）ことで､その歴史は中国古代の陰陽五行説､ 緯説等にあるとされている。

風水思想が沖縄に伝わったのは､『琉球国由来記』によれば康熈6（1667）年であるとされるが、

『球陽』では尚質王3（1650）年の条に「唐栄地理記」が載せられており､唐栄人が古くから風水

思想を学んでいることから1667年以前に伝わったとも考えられている。風水説には江西学派と福

建学派の二大分派が存在し､福建学派は特に方位を重視するといわれるが､沖縄の風水もまた福建

学派の風水であり方位を重要視していた。

２）起源

「石敢當」の読みは沖縄では「いしがんとう」､漢和辞典などでは「せきかんとう」という事も

多い。多くは石碑で､碑面に「石敢當」と刻まれている､中国伝来の魔除けである。

八世紀後半､唐の時代､福建省に厭禳（まじないで悪魔・悪霊を抑え，災厄を除き払う）・民生

の安定のために立てられた石敢當が源流と見なされている。琉球には遅くとも十五世紀半ばころま

でにはこの習俗が伝わり､十七世紀初めには琉球から薩摩に伝わって，薩摩藩の領域（鹿児島と宮

崎県の南部）に濃密に普及したものと考えられる。今日でもこれらの地域には古い石敢當が数多く

残っている。

しかしながら石敢當は､沖縄と南九州だけに存在するのでなく､数は少ないが､現在､全国二十

九都道府県に散在している。新しい石敢當の設置については､沖縄の人が他地域に移り住んで設置

したり、旅行で購入した石敢當を自宅に設置した等が考えられる。

３）設置場所

石敢當は､風水でいう“気の流れが当たる”場所に､敷地の人間が自主的に設置する。例えばT

字路の突き当たりや､直交していない交差点で風が吹き抜けるときに障害となる位置になどであ

る。風水の思想では､魔物は道を直進し､ぶつかった処にたむろし､防禦策なき家に侵入するため、

これを石に敢えて當（当）ててうち砕き､災厄を防ぐのだ。祭祀の対象にはならないが､慣習的に

設置するものとして捉えられている。

このように石敢當は単に「魔除け」といわれるのが一般的だが､台風の多い沖縄で吹き抜ける強

風を弱める効果として､交差点軸をずらし､石敢當には強風を弱めるように願いをこめたとみる説

もある（図8）。

４）種類

石材で表札の形をしているものが多いが､規格はなく､大きさ、

形､素材は様々ある（表５）。コンクリート製､プラスチック製、

板に墨で書くものもある。必ずしも石材にこだわらないのは､石

のもつマナ､呪力に期待する気持が希薄で､「石敢當」という文

言に呪力を期待していることになる。

石敢當は石材店､日曜大工のような建築材販売店や､スーパー

で売っているところもある。壺屋の焼き物製作所でも､大小さま

ざまの素焼きの石敢當や､シーサーと合体したものを売っている。

石敢當 
風 

図12 石敢當の設置所
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最近では各ホテルの売店でも10cm程度の石敢當も売られており､このような石敢當が旅行客によ

り各地へと広まっていると考えられる。

小 

中 

大 

特大1 

特大2 

特大3 

 

20cm×9cm×2cm 

25cm×12cm×2cm 

30cm×13cm×2.3cm 

35cm×15cm×2.3cm 

45cm×20cm×2.3cm 

60cm×25cm×2.3cm

約1kg 

約1.7kg 

約2.5kg 

約3.4kg 

約5.8kg 

約9.6kg

5,250円（税込） 

8,400円（税込） 

10,500円（税込） 

15,750円（税込） 

23,600円（税込） 

36,750円（税込） 

 

大きさ 高さ×幅×厚さ 重さ 
 

価格 

＊石の種類は大～特大３は黒ミカゲ、青石のみ。他の石敢當小、中は白大理石、黒ミカゲ、赤ミカゲ、 
　青石（深海）、万年青（緑色）。tiger skin yellow（虎皮黄）あり。 
　石敢當と表札の相和石材　http://www.ishigantou.com/より 
 

表5 石敢當の種類

写真1 石敢當 N0.1 写真2 石敢當 N0.2 写真3 石敢當 N0.11

写真4 石敢當 N0.37

※今泊における石敢當

写真Noは図13と対応
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（２）今泊の石敢當調査結果

１）石敢當の分布（図13）

調査前には大通りに面しているほど石敢當が大きい､今帰仁と親泊では先に集落が移動した親泊

の方に設置数が多い等の予測を立てていたが､現地調査ではそれらの差異は見当たらず大きさ、分

布ともにほぼ均一であった。

しかし、石敢當に対する個人意識の違いは垣間見る事ができた。本来なら石敢當が設置されるべ

きであるＴ字路の突き当たり48ヶ所中であるが、石敢當を設置しているのは15カ所であった。一

方で､駐車場の窪みやわずかな突き当りにさえも石敢當を設置している家が見られた。これは突き

当りであろうとも風水思想を意識しない住民と、明確に認識している住民との意識の差が表れてい

るといえるだろう。

図13 今泊における石敢當の分布

0 100m 
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石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 

プラスチック 
石　質 

プラスチック 
石　質 

プラスチック 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 

プラスチック 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 

プラスチック 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 

プラスチック 
石　質 

プラスチック 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 

プラスチック 
石　質 
石　質 
石　質 
石　質 
 
 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45

9.7 
19.5 
8.5 
9.0 
12.8 
10.2 
10.9 
10.0 
37.0 
38.7 
12.8 
11.7 
13.0 
10.0 
12.8 
13.0 
12.2 
11.8 
10.0 
9.2 
12.7 
9.2 
9.0 
13.3 
9.1 
9.0 
12.8 
10.3 
9.2 
9.9 
9.5 
13.0 
40.0 
13.8 
10.1 
9.0 
69.0 
9.0 
9.0 
12.1 
12.8 
12.8 
8.4 
12.7 
10.2 

 

20.0 
23.5 
20.0 
20.0 
24.4 
20.2 
26.1 
19.7 
37.0 
29.0 
24.6 
25.3 
24.4 
20.0 
24.4 
24.4 
24.7 
25.1 
20.2 
20.0 
24.4 
20.1 
26.9 
30.0 
20.0 
20.2 
24.3 
20.2 
20.0 
20.3 
19.7 
24.6 
58.5 
25.1 
25.0 
19.0 
131.0 
20.0 
20.0 
30.0 
14.5 
24.9 
19.8 
24.4 
20.0

新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
古　い 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
古　い 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
新しい 
 

表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
石　型 
石　型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
石　型 
表札型 
表札型 
表札型 
人　型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 
表札型 

28.0 
0.0 
46.0 
16.0 
30.0 
17.3 
47.3 
37.4 
0.0 
0.0 
35.7 
30.2 
20.9 
34.4 
32.7 
21.3 
33.5 
40.9 
50.0 
0.0 
46.4 
15.0 
102.0 
23.7 
56.2 
40.0 
33.4 
40.7 
46.7 
24.0 
41.4 
27.7 
0.0 
74.6 
16.6 
38.4 
0.0 
55.6 
3.0 
22.4 
39.0 
24.3 
22.5 
27.2 
44.6

楷　書 
行　書 
楷　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
な　し 
な　し 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
な　し 
行　書 
行　書 
楷　書 
行　書 
行　書 
楷　書 
行　書 
行　書 

No
材質 

大きさ（cm） 

横 縦 
古さ 形状 

地表から石敢當 
の下辺までの 
高さ（cm） 

「石敢當」の 
　書体　※2

※ 1：0 cm : 地面に設置しているもの 
※ 2 : 「奉山石敢當」、「石敢當」などの表記はなく、「石敢當」のみだった 

石垣市　新川 

石垣市　大川 

宮古島　平良市 

知念村　知念 

知念村　知名 

伊平屋村（全集落） 

今帰仁村（19集落） 

西原町（15集落） 

平成10年3月 

平成10年3月 

平成10年7月 

平成10年7月 

平成10年7月 

平成10年9月 

昭和55年9月 

昭和62年3月 

82基 

43基 

486基 

46基 

81基 

98基 

75基 

267基 

25.1世帯に1基 

35.3世帯に1基 

25.4世帯に1基 

5.4世帯に1基 

2.8世帯に1基 

5.2世帯に1基 

36.4世帯に1基 

20.7世帯に1基 

地　域 調査年 

（小玉正任『民俗信仰　日本の石敢當』慶友社、2004.12、p175の記述より作成） 

石敢當の数 集落世帯数÷石敢當数 

表6 石敢當調査

表7 石敢當の数
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２）石敢當の種類と形態

a 設置数

今泊では390世帯の集落に45基、8.7世

帯に1基という割合で設置されていた。

ちなみに沖縄県にはどのくらいの数の

石敢當があるのか、全市町村で悉皆調

査をしたデータは存在しないが､ごく

限られた地域のデータをあげると表７

のようになる。このデータを基に、仮

に40世帯に1基の割合で石敢當がある

とすれば、沖縄県の全世帯数は平成10

年5月現在で44万4940世帯なので、県

全域では1万基を上廻ることになると

換算することができる。

b 材質（グラフＡ）

石質82％、プラスチック18％と、石

質が大半を占めた。

c 大きさ，形状（グラフＢ）

表札型40基（89％）、石型4基（9％）、

人型1基（2％）と、表札型が多い。

１基しかない珍しいものである。

d 地表から石敢當の下辺までの高さ
（グラフＣ）

地面設置型を除いた高さの平均は

35.6cmで、膝よりも少し低い高さであ

る。

e「石敢當」の書体（グラフＤ）

楷書12基（27%）、行書30基（67%）、

表記なし3基（6%）だった。

140.0 
120.0 
100.0 
80.0 
60.0 
40.0 
20.0 
0.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

表札型の平均：横10.9cm、縦22.4cm

横（cm） 石型 

グラフB 石敢當の大きさ、形状 
人型 

グラフA　石敢當の材質 

プラス 
チック 
18％ 

石質 
82％ 

グラフD　「石敢當」の書体（単位：基） 

楷書 
12基 
（27％） 

行書 
30基 
（67％） 

なし 
3基 
（6％） 

なし 
3基 
（6％） 

～5cm 
～10cm 
～15cm 
～20cm 
～25cm 
～30cm 
～35cm 
～40cm 
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～60cm 
～65cm 
～70cm 
～75cm 
～80cm 
～85cm 
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～95cm 
～100cm 
～105cm

0cm（地面に設置） 
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6
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4
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5

グラフC　地面から石敢當の下辺までの高さ（単位：基） 
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（３）まとめ

今回の調査では時間の制約上､分布調査が中心となり聞き取り調査が不足している面も残った。

しかし､わずかな聞き取りではあるが調査中に「石敢當は信じない」という年配の方に出会ったり、

「石敢當はあるのが当たり前で普段の生活で目に入っても特別に意識することはない」という話を

聞いたりする事ができた。また，那覇で出会った50代程度の男性は､「山や村で迷ったら､石敢

當と書いてある方の道を進めば太い道へ出られると子供のころ教えられた」と話していた。分布図

だけを見れば石敢當が道しるべとしての機能を有していないのは明らかであるが､地蔵や小さな社

と同様に石敢當が邪気を払うという性格から人びとに安心感を与える役割を持っていたとも考えら

れる。まさに石敢當は意識の有無はあるが沖縄の人々の生活に根ざした風習であるといえるだろう。

第５節　今泊におけるフクギ分布の変化

沖縄県今帰仁村字今泊は､海岸に近

く標高4～5mの平坦地にある集落であ

る。海岸は砂地であり､常に集落に向

け風が吹いている。このような場所に

家を建てる時に注意される点は，｢防風、

防砂､防潮」の３点であろう。今泊集

落はこの問題点を､植物を植えること、

つまり屋敷林を形成することで乗り越

えてきた。今泊集落を概観すれば､集

落全体が植物群に包まれており､場所

によっては「森の中に家を建築した」

と思われるほど家の周囲は植物群で覆

われている。

この集落全体を包んでいる植物はオ

トギリソウ科の一種である「フクギ（福木）」である。このフクギが，泊集落の屋敷林として重宝

されているのである。フクギの植生に関して若干述べると、フクギは琉球で広く一般に植栽され､

街路樹､防風林として用いられることが多い。フィリピン原産とされるが､台湾（本島南部・ラン

島）にも野生する。また､石垣島および西表に植生する一部のフクギも野生である可能性がある。

今泊集落では､高さ十数m､胸高周囲2mを超える大木や樹齢200～300年になろうかと推定さ

れる古木も存在する。

写真5 今泊集落のフクギ
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（２）フクギの利用

フクギは季節の花としても沖縄の人々になじみ深い。

花の咲く季節は､5～6月の梅雨期で､大きくて濃い緑

葉に隠れて余り目立たないが､無数の黄白色の小花が

咲く。この花は落花し､樹の下を一面に覆うが､やが

て梅雨の時の雨で押し流されていく。これはプゥクギ

ヌパァナナガーミ､ナガラシアミ(福木の花長雨、流し

雨)などといわれている。フクギはこのように季節を感

じさせてくれる一面も併せ持つ。また､フクギの皮は，

鮮やかな黄色の染料として､沖縄の伝統的な模様染め

である紅型（びんがた）に用いられてきた。

フクギ利用の欠かせない点として防火林（延火予防）

としての利用も挙げられる。材質的にとても火がつき

にくく､隣の家が火事になったとしても（1m程度の距

離でも）延焼を防ぐといわれる。

（３）フクギの問題点

上記のようにフクギの利用点は様々であるが、

欠点もいくつか存在する。

フクギは上へとまっすぐに伸び､放置すれば

延々と伸び続ける性質をもつ。沖縄は台風が多

い地域であるために背の高い植物があれば強風

によって折れ危険である。それを避けるために

は適時枝を切り落とす必要がある。

また、フクギは密生し防風林としての効力を

高めている。しかし、外から中への空気の流れ

を遮断することは、中から外への流れも遮断し

ているということになり空気の循環が滞ること

になる。さらにフクギの葉は大きくて分厚いた

めに暗がりができ湿気がこもりやすくなる面も

ある。他にも9～10月頃になると果実が悪臭を放

つという問題点もある。

フクギはこのような欠点も併せ持ち､実際に

フクギを切る家も存在した。ある程度まで成長

するとフクギを切ることにより､バランスを調

整しているといえる。

図14 フクギのスケッチ図

（原色樹木大図鑑p.194より引用）

写真6 切られたフクギ

写真7 フクギの果実
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図16 2007年フクギ分布

図15 2004年フクギ分布（渡具知2004より引用）
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（４）フクギ景観の変遷

今泊のフクギについては渡具知が2004年に調査を行い分布図の作成を行なっている。多くの屋

敷地においてフクギが植えられており､松との混合植栽も海岸部において見られる。渡具知は今泊

集落東側の親泊原においては西側の今帰仁原に比べ古いフクギが多く見られることを指摘しており

､この両地域の景観の違いに関して集落形成時期の差異と捉え､親泊原において早く集落が形成さ

れたためであるとした。

さらに親泊原東側ではフクギが鬱蒼としていることから集落の周囲を林や森林で取り囲む「風水

思想」が親泊にも当てはまる可能性を指摘する一方で､今帰仁原西側では木々が存在しないことか

らも親泊集落の形成以後に今帰仁集落が形成されたと推察している。

2004年時のフクギは概ね集落全体に分布している。今回の調査でも全体的には集落一面に分布

しているが､フクギの増減が著しい場所も見られた。増加が見られる地域としてはⅠ地区があげら

れる。2004年時には４面をフクギに囲まれた宅地が11箇所存在したのに対して2007年時にはフ

クギ地帯が増加し15箇所確認できた。

Ⅱ地区には比較的新しい住居が立地しているが､これらの住居においてもフクギの植栽が見られ

る。特に住居の北側にフクギが用いられ防風林としての役割を担っていると考えられる。古い住居

のみならず新しい住居にもフクギの植栽が見られることから､住居の新旧によらずフクギは防風効

果を期待して利用されているといえる。

2004年と2007年では集落としてフクギの大幅な増減は見られなかった。しかし､一部の場所に

よっては増加および新たな植栽が見られた。聞き取りではフクギの問題点が聞かれる一方で､新た

な植栽や増加はフクギの防風､防砂､煙害防止などの機能を現在も利用していることを示してい

る。

（５）まとめ

以上のように､フクギというのは､今泊の人々の生活の中に自然に溶け込んでいる。フクギに関

して､調査前には「実が臭いから嫌われていて､近年では伐採されつつある」と聞いていた。しか

し､調査の結果､実際にはそんなことはなく､過去も現在も今泊の人々はフクギを大切にしている

ことが明らかになった。

そしてこれらのフクギ群のおかげで､多くの鳥類や昆虫（特に蝶々）などが見られ､住人は都会

では感じることのできない潤いを得ているものと思われる。今泊の人々にとって，フクギは､家の

一部でありかつ､生活の一部にもなっており､集落住人にとって欠かせない存在であることは間違

いないであろう。

第６節　今泊の景観保全

現在､今帰仁城跡は「琉球王国のグスク及び関連遺産群」として首里城跡等とともに世界遺産に

登録されている。しかし､今帰仁城跡が世界遺産として注目を集めるのに対して､城下集落ともい

える今泊集落は今帰仁城跡ほど名が知られていないのが現状であろう。今泊集落は今帰仁城の城下

集落的性格を持つ旧今帰仁集落と､外港的性格を持つ旧親泊集落が合併した歴史的意義を有する集

落である上に今回の調査では触れることができなかったが､今泊集落は「今帰仁上り」に見られる

ように沖縄の祭祀関係の上でも非常に重要な地でもある。また､今泊集落から親川､ハンタ道を通

り今帰仁城跡へと続く道は単に集落から城跡までの道のりであるだけでなく､周囲一帯には旧今帰

仁集落の遺構や未だ実態が解明されていない石積み遺構など歴史的遺構が散在する。
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しかし､残念ながらこのような歴史的空間を一体的・面的に保存・活用しているとは言いがたいの

が現状である。城跡は整備され観光ガイドも利用できるなど観光地化が進んでいるのに対して､ハ

ンタ道はその道程が示されてはいるものの気軽に利用できるほどには整備が進んでいない。さらに

石積み遺構においては遺構に行くことさえ困難なほど道悪である。遺構の保存のため一般に開放す

るのは困難な面もあるかもしれないが､城跡を見た後に遺構を見学できればより今帰仁城および旧

今帰仁集落の時代に思いをはせることも可能であろう。

本章では今泊集落の景観要素である(石敢當，フクギ，家屋)について悉皆調査をし，分布図の作

成，分析をおこなった。これを踏まえ今泊集落に対して外部の視点から次ぎの２つの提言を挙げた

い。

（１）道路の角ごとに当たり前のように出会う石敢當は沖縄独自の風景の一部である。設置当初に

こめていた意味や思いが忘れられ､軽んじられ消えてゆく文化が多い中にあって､石敢當やシーサ

ーが残っているだけでなく新たに設置されている沖縄に豊かな精神文化を垣間見れる。今後も石敢

當やシーサーに見られる精神文化を大切に受け継いでいくことが望まれる。

（２）今泊の屋敷地はフクギ並木で有名な備瀬集落とは違い観光地化されておらず､フクギと住人

が共生する空間が残存しているといえよう。しかし､住居とフクギが調和する屋敷地がある一方､

屋敷を囲うフクギに対してさらにトタンを貼り付ける住居も目についた。トタンの囲いを持つ住居

は全体から見れば少ないかもしれないが､トタンという異質な景観構成物はフクギ並木の中では際

立っている。このようなトタン囲いを外すことによりフクギ景観の整備が進む事が望まれる。

今泊集落では「観光地化することによる弊害」を心配する声も聞かれた。「観光地化」すれば観

光客の増大により現在の生活が変化することは確かであろう。しかし､「観光地化」を目指さずと

も今泊集落から今帰仁城一帯にかけての面的整備・保存は必要であろう。今帰仁城跡の整備は進ん

でいることから､今後は今泊集落の歴史的意義を意識した整備が望まれる。

本調査は2007年10月3日～5日の日程で関西大学地理学教室の実習調査として行われた。調査体

制は以下の通りである。

調査組織：関西大学地理学教室

指導教員：高橋誠一（関西大学文学部教授）

現地調査：（大学院生）松井幸一・松井僚平

本調査にあたっては高橋誠一、松井幸一、松井僚平の他に関西大学文学部地理学・地域環境学専修

の船瀬奈月、山田小紅美、山本健一の協力を得た。
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第Ⅶ章　総括

これまで今帰仁城跡（城外西地区・屋敷地５）の発掘調査の成果を紹介してきた。最後に若干の

まとめをして結びとする。

先ず、当該地点について今帰仁城跡との位置関係を確認する。当該地点は今帰仁城跡の北側防御

線にあたる外郭石垣の外側に位置しており、この点では今帰仁城跡の史跡地域内ではあるが、城壁

の外側に位置していることを強調しておきたい。しかし、一方で今帰仁城跡の外郭に入城する際、

城門があったと想定される部分に接している場所であり、単に城外といっても、最も城に近い城外

ということが言える場所である。この前提を踏まえ、以下に今帰仁城跡と今帰仁城跡周辺遺跡とし

て調査が実施されてきた両者の成果を含めて概述する。

先ず、使用年代と遺構について考えてみたい。今帰仁城跡周辺遺跡のこれまでの調査では層位関

係の上下によって異なる遺物群を回収できた事例はほとんど無い。しかし、今回検出されたⅡ層と

Ⅳ層からは若干の時期差を見ることができる。残念ながらⅣ層の調査は試掘トレンチの一部におい

て実施されたのみであるため、詳細はなお検討を要するものの、Ⅲ層の造成層の年代を考える上で

示唆的な出土状況が観察された。即ちⅣ層からはカムィヤキ（第17図-6）や白磁（第20図-102）

が出土しており、これらの陶磁器の年代観は13世紀以前と想定される。上層の文化層であるⅡ層

及びⅠ層から回収された遺物は、これまで今帰仁城跡周辺遺跡（今帰仁ムラ跡西区）屋敷地１・

２・３・４の年代と同様、14世紀後半から16世紀代のものであることが分かる。これは今帰仁城

に山北王が居住し、その後の監守が派遣された時代に比定される。14世紀前半を遡る資料も皆無

ではなく同安窯系の青磁碗胴部片、カムィヤキやグスク土器等の遺物も散見されるが、先に紹介し

たⅢ層（造成層）形成以前のⅣ層に帰属する遺物群である蓋然性が高い。今帰仁城跡主郭の第Ⅸ

層・第Ⅶ層のように層を成して遺跡を形成し、明確な遺構を確認できるような状況にはなかったが、

Ⅳ層（＝Ⅲ層造成層下）における、古手の遺物群の出土は今回の調査成果の一つとしてあげておき

たい。併せてこれまでの調査同様17世紀以降の遺物は極めて少なく、やはり近世の段階での当該

地域一帯の恒常的生活の廃絶を追認するものである。以上の状況からⅢ層上面で確認できたピット

等の遺構群は、回収された遺物と下層の遺物群との関係から、ほぼ今帰仁城跡主郭第Ⅲ・Ⅳ期並行、

即ち年代的には14世紀後半から17世紀初頭に限定されるものであると指摘することができる。

次に、遺構の詳細であるが、当該地点は全体を俯瞰するとR-24に柱穴が集中する。また北側は

屋敷地３と接し、土留め石積みを配置する。なおかつ南側は今帰仁城跡の外郭石積みがあり、東西

は柱穴の分布がほとんど見られなくなることを考えると、R-24一帯でみられる柱穴群を中心に建

物が配置された一区画があり、柱穴群を残した人々の生活空間＝屋敷と想定される。屋敷の居住者

がどのような人物で、どのような生活を行ったのかの具体的な姿は分からないが、他の屋敷地との

比較を通して検討することが重要である。

さて遺構を個別に見ていきたい。今回検出された遺構のほとんどは柱穴だが、柱穴を結び建物プ

ランを復元するには至らなかった。これは北側の大部分が攪乱され検討できなかったということも

一因にあげられるが、柱穴が密集していたために調査時点において特定することができなかったこ

とが要因である。柱穴以外では、土坑も多く見つかっているが用途等の特定には至っていない。し

かし、今回報告をした礫を多く含む浅い土坑SK683は、鍛冶関係の遺物を多く含む状況が見られ

た。それは紹介した161・162の不明磁器質の製品を仮に坩堝と考え、209～211の板状の鉄製品を

鉄滓、217の石器を金床石状の製品、218の焼土塊を炉跡等残欠として見ていくとSK683、もしくは本

遺構の近傍において鍛冶などの生産作業の存在が断片的ながら見えてくるのである。しかし残念な

がら遺物が少なく具体的な機能や遺構の詳細を検討が行えてないため、課題点を残す調査となった。

さて、出土遺物（人工遺物）であるが、これまでの城内外の調査例と同様その約９割以上が中国
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陶磁で構成されている。中でも14世紀後半～16世紀の遺物が多いことは先に調査された志慶真門

郭や主郭ともほぼ同様の出土傾向である。注目された中国陶磁器として元（様）青花（126～127）

などの優品が多出している点や、青磁酒会壺（98～101）、瓶（90～92）などが他の周辺遺跡の調

査に比して多いようにも見受けられた。遺物の多くはこれまでの城内外の調査において検出してい

るものであるが、138の黄釉陶器とした製品、153のタイ産の青磁と考えた資料、170・171の碁

石などは今回の調査で初めて出土した遺物である。陶磁器以外の遺物では玉類、銭貨、金属製品、

石製品が出土しているが、小異あるもののこれまでの城内外の調査例と同様の傾向と考える。

最後に食料残滓として推定される炭化米、麦などの植物遺体をフローテーション法によって検出

することができた。具体的にはイネ（コメ）、アワ、キビ、コムギ、オオムギなどを得ることがで

きた。脊椎動物骨の分析からは、屋敷地２との類似性が高く、他の屋敷地に比べてやや主郭に近い

様相が認められるとして、食材利用の面から今帰仁ムラ跡の中では主郭の支配者層とのつながりが

深い集団であった可能性が指摘されている。このような屋敷地間における階層的な上下関係の指摘

は、植物遺体において他の屋敷地に比較してイネ（コメ）の比率がやや高い状況、遺物構成として

優品として想定される元青花や青磁酒会壺・瓶などの出土が目立っている点と考えあわせて、調和

的な結果であると考えられる。

本調査地点は現在今帰仁城跡の1/100模型が設置されガイダンス広場として利用されている。地

下にはそのまま遺構が埋め戻し保存される格好となっている。本報告書をご活用いただき、今後も

今帰仁城跡の保存修理を行うことで今帰仁城跡を含む沖縄の歴史解明の一助になれば幸いである。

《参考文献》

田中克子　2001年「博多遺跡群出土陶磁に見る福建古陶磁（その１）－博多出土の薄胎施釉陶器

（茶入）－」『博多研究会誌』博多研究会

栗建安　　2004年「福州地区における「薄胎醤釉器」の発見と研究」『野村美術館紀要』第13号

野村美術館

瀬戸哲也・ほか　2007年「沖縄における貿易陶磁研究－14～16世紀を中心に－『中世窯業の諸相

～生産技術の展開と編年～』補遺編

永井久美男編　2002年『中世出土銭の分類図版』高志書院

高宮広土　1996「古代民族植物学からみた那崎原遺跡の生業」『那崎原遺跡発掘調査報告書』那覇

市教育委員会　

高宮広土　1997「用見崎遺跡におけるフローテーション法の導入とその成果について」『考古学研

究室報告第33集』 熊本大学考古学研究室

高宮広土　2004 「第Ⅴ章シイナグスク出土の植物遺体」『シイナグスク－範囲確認調査報告－』

今帰仁村教育委員会

今帰仁村教育委員会　1983年『今帰仁城跡発掘調査報告書Ⅰ－志慶真門郭の調査－』今帰仁村文

化財調査報告書第９集

今帰仁村教育委員会　1991年『今帰仁城跡発掘調査報告書Ⅱ－主郭（俗称本丸）の調査－』今帰

仁村文化財調査報告書第14集

今帰仁村教育委員会　1986年『今帰仁城跡周辺遺跡範囲確認調査報告書』今帰仁村文化財調査報

告書第12集

今帰仁村教育委員会　2005年『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅱ－今帰仁城跡周辺整備事業に伴う緊急発掘

調査報告－』今帰仁村文化財調査報告書第20集

今帰仁村教育委員会　2007年『今帰仁城跡周辺遺跡Ⅲ－村内遺跡発掘調査報告－』今帰仁村文化

財調査報告書第24集　今帰仁村教育委員会



第7表　屋敷地 5（1次外郭・11次今周）出土遺物集計表 

― 82 ―



平成16年度　発掘調査作業員 





― 85 ―

図
版
１
　
屋
敷
地
5
の
発
掘
調
査
（
１
）

１. 屋敷地5 完掘（北東から南西）

２. 屋敷地5 完掘（北西から南東）
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１. 屋敷地5着手前（西から東） ２. 道路下客土除去状況

３. 道路下保護砂による埋め戻し ４. 屋嘉地5（北側セクション）

５. SR1  検出作業状況

７. SR1  検出状況（南西から北東）６. SR1  検出状況（北東から南西）
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（
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図
版
３
　
屋
敷
地
5
の
発
掘
調
査
（
3
）

１. SK521  堆積状況（半裁セクション）

２. SK521  完掘状況

３. SK628  遺構検出状況

４. SK628  堆積状況（半裁セクション）

５. SK354  堆積状況（半裁セクション）
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１. 青磁皿出土（ pit428より出土　dot.190） ２. 青花瓶出土（ dot.122）

３. 褐釉陶器壺出土（ pit534より出土　dot.213） ４. 半練土器出土（ pit473より出土　dot.200）

５. 青磁皿出土（ pit74より出土　dot.65） ６. 古銭出土（dot.39）

７. 勾玉出土（ pit108より出土　dot.92） ８. 碁石出土（dot.44）

図
版
4

屋
敷
地
5
の
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掘
調
査
（
遺
物
出
土
状
況
）
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